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　９月18日に開催された『いものこまつりin
鶴ヶ池』恒例のイベント『第23回全国いもの
こピラミッド競技大会』には、親子など36組
が参加。大きさも形も違う“いものこ”のバ
ランス取りに苦戦しながら、３分間の制限時
間ギリギリまで“いものこ”を慎重に積み上
げていました。

旗に届くくらい高く！
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市政の窓行政報告 

第１回横手市優良工事表彰

優れた技術をたたえ６社13人を表彰

市政の窓  行政報告 
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今月の表紙

　今年で25回目を迎えた『いもの
こまつりin鶴ケ池』。当日は、雨の
予報をどこかへ吹き飛ばすほどの
熱気にあふれ、来場者は山内地区
特産の“いものこ”を使ったいもの
こ汁やいものこ春巻きなどの味を
存分に味わっていました。

　

市
が
発
注
し
た
建
設
工
事
の
う
ち
、

平
成
22
年
度
中
に
完
成
し
た
３
０
０

万
円
以
上
の
工
事
１
８
２
件
の
中
か

ら
、
特
に
優
れ
た
工
事
を
行
っ
た
請

負
業
者
と
技
術
者
が
９
月
21
日
に
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

◆
増
田
小
学
校
校
舎
高
学
年
棟
大
規

　
模
改
修
工
事

　

創
和
建
設
株
式
会
社　

代
表
取
締

　

役
社
長　

小
原
朗
・
現
場
代
理
人

　

兼
監
理
技
術
者　

小
西
弘
光

◆
大
雄
交
流
研
修
館
屋
根
塗
装
工
事

　

横
手
建
設
株
式
会
社　

代
表
取
締

　

役　

武
茂
広
行
・
現
場
代
理
人
兼

　

主
任
技
術
者　

鎌
田
勇

◆
旧
白
山
小
学
校
解
体
工
事

　

株
式
会
社
半
田
工
務
店　

代
表
取

　

締
役　

半
田
隆
夫
・
現
場
代
理
人

　

兼
監
理
技
術
者　

半
田
亜
史

◆
平
成
22
年
度
市
道
下
桜
沢
新
町
線

　
舗
装
工
事

　

創
和
建
設
株
式
会
社　

代
表
取
締

　

役
社
長　

小
原
朗
・
現
場
代
理
人

　

兼
主
任
技
術
者　

又
井
正
雄

◆
平
成
22
年
度
市
道
条
里
跡
般
若
寺

　
線
（
第
三
工
区
）
舗
装
新
設
工
事

　

株
式
会
社
吉
田
建
設　

代
表
取
締

　

役　

吉
田
博
行
・
現
場
代
理
人
兼

　

主
任
技
術
者　

佐
藤
広

◆
老
健
お
お
も
り
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー

　
設
備
設
置
工
事

　

横
手
水
道
工
業
株
式
会
社　

代
表

　

取
締
役
社
長　

栗
林
徹
・
現
場
代

　

理
人
兼
主
任
技
術
者　

平
山
宏
志

◆
二
井
山
配
水
ポ
ン
プ
場
建
設
工
事

　

株
式
会
社
大
和
組　

代
表
取
締
役

　

大
和
康
範
・
現
場
代
理
人
兼
主
任

　

技
術
者　

臼
井
正

栄光

【秋田県小学生秋季ソフトテニス大会】（敬称略）
６年女子の部第２位 沼澤亜美・阿部奏絵ペア、第３位 藤原あずさ・山田彩未ペア（以
上、増田Jrソフトテニススポ少）、４年女子の部第２位 鈴木貴子・松井望亜ペア、第３
位 齋藤花野子・加藤優衣ペア（以上、横手ソフトテニススポ少）

市内の小学生が全県大会で活躍市内の小学生が全県大会で活躍

【同大会の上位入賞者】
男子自由形100ｍ第３位 渡辺湧大（横手南小５
年）、男子自由形200ｍ第２位 下田達熙（横手南
小６年）、男子背泳ぎ50ｍ第２位 久米真樹（横手
南小６年）、第３位 佐藤道隆（横手南小５年）、
男子背泳ぎ100ｍ第３位 久米真樹（横手南小６
年）、男子平泳ぎ50ｍ 第３位 加川泰星（横手南
小６年）、男子平泳ぎ100ｍ第３位 加川泰星（横
手南小６年）、男子バタフライ50ｍ第３位 筑波
義恩（十文字第一小６年）、男子個人メドレー200
ｍ第２位 下田達熙（横手南小６年）、男子メドレ
ーリレー200ｍ第２位 横手南小学校

男子リレー200ｍ　
優勝 横手南小学校

女
子
バ
タ
フ
ラ
イ　

優
勝 

赤
間 

彩
生

　

十
文
字
第
一
小
６
年　

50
ｍ
・
１
０
０
ｍ　

【第39回秋田県小学生水泳選手権大会】（敬称略）
　９月４日、秋田市の県立総合プールで、第39回秋田県小
学生水泳選手権大会が行われ、十文字第一小学校の赤間彩生

さんと横手南小学校男子リレーリームが優
勝。赤間さんは２種目において大会新記録、
バタフライ100ｍでは、学童新記録を樹立
し、最優秀選手賞に選ばれました。

【第39回秋田県小学生水泳選手権大会】（敬称略）
　９月４日、秋田市の県立総合プールで、第39回秋田県小
学生水泳選手権大会が行われ、十文字第一小学校の赤間彩生

さんと横手南小学校男子リレーリームが優
勝。赤間さんは２種目において大会新記録、
バタフライ100ｍでは、学童新記録を樹立
し、最優秀選手賞に選ばれました。

県
の
環
境
大
賞
受
賞

県
の
環
境
大
賞
受
賞

　

県
で
は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
模

範
と
な
る
活
動
を
行
う
団
体
等
を『
環

境
大
賞
』と
し
て
表
彰
し
て
お
り
、Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
横
手
川
千
本
桜
を
す
す
め

る
会(

遠
藤
五
平
理
事
長
）が
今
年
度

環
境
美
化
部
門
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

さ 　

き

問い合わせ 市民生活部生活環境課 　35-2184

横手市で行った放射線量測定結果

　大気
　測定日／８月22日
　測定場所／８地域（消防署・分署、庁舎前）
　測定結果／0.03～0.05マイクロシーベルト／時
　水道原水
　測定日／６月20日および７月以降の毎週水曜
　測定場所／大沢浄水場、増田中央浄水場
　測定結果／９月14日分まで不検出
　下水道処理施設から発生する汚泥等
　測定日／６月21日および28日
　測定場所／山内浄化センター（下水道）、川西浄
　　化センター（農集排）、植田浄化センター（同）
　測定結果／不検出
　一般廃棄物処理施設の焼却灰
　測定日／７月５日～８月23日
　測定場所／東部・南部・西部環境保全センター、
　　横手・雄物川衛生センター
　測定結果／不検出または国の基準値内
　小中学校および屋外プール施設のプール水
　測定日／７月28日
　測定場所／市立小中学校21カ所、大鳥公園プー
　　ル、Ｂ＆Ｇ海洋センター、大森市民プール
　測定結果／不検出
　小中学校の校庭・花壇等（大気）
　測定日／８月17日～20日
　測定場所／市立小中学校25カ所
　測定結果／0.03～0.05マイクロシーベルト／時
　児童施設等（施設外大気中）
　測定日／９月５日～９日
　測定場所／保育所、幼稚園、児童センター、学
　　童クラブ56カ所
　測定結果／0.03～0.05マイクロシーベルト／時
　堆肥センターの堆肥製品、原料堆肥
　測定日／８月２日
　測定場所／大雄堆肥センター
　測定結果／製品および原料堆肥とも不検出
　市場出荷野菜等（果樹・しいたけ・小麦）
　測定日／８月11日および16日
　測定場所／市内９地点
　測定結果／不検出
　コメ（玄米・稲発酵粗飼料稲（ＷＣＳ稲））
　測定日／９月９日
　測定場所／市内８地点およびＷＣＳ稲２地点
　測定結果／不検出

横手市内の放射線量測定

 10月から市で空間線量を観測、公表

※
国
際
放
射
線
防
護
委
員
会
が
定
め
る
年

間
の
一
般
公
衆
被
ば
く
限
度
値
と
さ
れ
る

１
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
、
１
時
間
あ
た
り

に
換
算
し
た
数
値
。
こ
の
限
度
値
は
、
一

般
の
人
が
受
け
る
放
射
線
量
を
で
き
る
だ

け
低
く
抑
え
よ
う
と
す
る
た
め
の
指
標
で

あ
り
、
こ
の
数
値
を
超
え
た
か
ら
と
い
っ

て
直
ち
に
健
康
に
影
響
を
与
え
る
も
の
で

は
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　市では、市民の皆さんの安全と安心のため、市内の放射線量を測定
しています。10月からは、市で購入した測定器で放射線量を調べ、結
果を公表する取り組みを始めます。また、公共工事等の対応基準につ
いては、１時間あたり0.12マイクロシーベルトとしています。コメの放射線量を測定するために収穫前の稲の試料

採取を行う市職員（９月９日・平鹿町樽見内のほ場）

     

　

市
内
の
放
射
線
量
測
定
の
状
況

　

市
で
は
、
放
射
線
量
に
対
す
る
市

民
の
皆
さ
ん
の
不
安
を
解
消
す
る
た

め
、
６
月
20
日
か
ら
市
内
２
カ
所
で

水
道
水
（
浄
化
前
の
原
水
）
の
放
射

性
物
質
の
測
定
を
開
始
し
ま
し
た
。

以
降
、
下
水
道
施
設
の
汚
泥
や
ご
み

焼
却
施
設
の
焼
却
灰
、
屋
外
プ
ー
ル

等
の
プ
ー
ル
水
、
学
校
施
設
・
児
童

施
設
（
屋
外
の
大
気
）
、
堆
肥
、
農

作
物
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
業
者
へ

の
依
頼
に
よ
り
放
射
線
量
の
測
定
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
９
月
５
日
の
児
童
施

設
の
調
査
で
、
私
立
保
育
所
の
園
庭

芝
生
上
か
ら
秋
田
県
の
通
常
レ
ベ
ル

と
さ
れ
る
毎
時
０
・
０
８
６
マ
イ
ク

ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
を
上
回
る
放
射
線
量

を
観
測
。
詳
し
い
調
査
を
行
っ
た
結

果
、
７
月
下
旬
に
植
栽
工
事
を
行
っ

た
芝
生
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
保
育
所
の
判
断
に
よ
り
芝
生
の

撤
去
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
撤
去

後
は
、
県
内
の
通
常
レ
ベ
ル
内
の
放

射
線
量
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
の
主
な
測
定
結
果
は
左

記
の
と
お
り
で
、
こ
れ
以
外
に
国
な

ど
の
基
準
を
上
回
る
数
値
を
検
出
し

た
り
、
県
の
通
常
レ
ベ
ル
を
超
え
る

空
間
放
射
線
量
が
観
測
さ
れ
た
り
と

い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

  市
で
放
射
線
量
測
定
を
開
始

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
放
射
線
量
の

測
定
を
す
べ
て
専
門
業
者
に
委
託
し

て
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
10
月
か
ら

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
と
安
心

の
確
保
の
た
め
、
大
気
中
の
空
間
放

射
線
量
に
つ
い
て
は
、
市
で
購
入
し

た
測
定
器
で
毎
日
測
定
し
、
随
時
結

果
を
公
表
し
ま
す
。
た
だ
し
、
空
間

放
射
線
量
以
外
は
測
定
で
き
な
い
た

め
、
必
要
に
応
じ
て
専
門
業
者
へ
の

委
託
に
よ
り
測
定
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
が
発
注
す
る
芝
生
や
樹

木
等
の
植
栽
工
事
に
つ
い
て
は
、
国

が
基
準
を
示
す
ま
で
の
間
、
次
の
と

お
り
対
応
し
ま
す
。

●
対
応
基
準
（
目
安
）

　

毎
時
０
・
１
２
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ

ル
ト
（
※
）

●
基
準
を
超
え
た
場
合
の
対
応

　

そ
の
公
共
施
設
等
の
使
用
を
制
限

し
、
直
ち
に
詳
し
い
原
因
の
調
査
を

行
い
ま
す
。

 

空
間
放
射
線
量
の
測
定
に
つ
い
て

●
測
定
場
所
等

・
横
手
消
防
署
、
雄
物
川
分
署
、

　

十
文
字
分
署
（
毎
朝
８
時
）

・
小
中
学
校
、
保
育
所
、
幼
稚
園

　

等
の
児
童
施
設
（
月
１
回
）

●
結
果
の
公
表

・
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

・
市
報
へ
の
掲
載
（
月
１
回
）

・
各
地
域
局
、
公
民
館
等
に
掲
示
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市議会９月定例会　市長所信説明

進
捗

ご
み
処
理
統
合
施
設
整
備
事
業

　

７
月
26
日
の
新
町
町
内
を
皮
切

り
に
、
栄
地
区
の
町
内
で
意
見
交

換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
ご
み
処

理
統
合
施
設
の
必
要
性
に
対
し
て

は
理
解
を
示
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
も
、
建
設
候
補
地
に
は
反
対
の

声
も
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
栄

地
区
周
辺
の
道
路
整
備
や
地
域
価

値
が
向
上
す
る
よ
う
な
環
境
整
備

の
要
望
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
地
元
町
内
と

の
話
し
合
い
を
重
ね
な
が
ら
、
道

路
等
周
辺
環
境
の
整
備
方
針
を
ま

と
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
特
に
舗
装
が
傷
ん
で
い
る
市

道
４
路
線
に
つ
い
て
は
、
今
議
会

に
舗
装
補
修
に
か
か
る
経
費
を
補

正
計
上
し
て
い
ま
す
。

梅
雨
前
線
豪
雨
災
害
の
復
旧
対
策

　

６
月
23
日
か
ら
24
日
ま
で
の
梅

雨
前
線
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
よ
り
、

林
道
施
設
や
農
地
、
農
業
用
施
設

が
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　

被
害
の
大
き
か
っ
た
山
内
地
域

の
林
道
白
木
峠
線
や
増
田
地
域
の

林
道
狙
半
内
上
沼
線
な
ど
14
カ
所
、

農
道
１
カ
所
つ
い
て
は
、
国
庫
補

助
事
業
に
よ
る
復
旧
工
事
が
決
定

し
ま
し
た
の
で
、
今
議
会
で
災
害

復
旧
費
の
増
額
補
正
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

横
手
第
二
工
業
団
地
の
分
譲

　

こ
の
た
び
、
埼
玉
県
に
本
社
を

置
く
武
蔵
貨
物
自
動
車
株
式
会
社

横
手
営
業
所
が
業
務
拡
張
の
た
め
、

横
手
第
二
工
業
団
地
に
移
転
・
開

設
す
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

分
譲
面
積
は
約
１
ヘ
ク
タ
ー
ル

で
、
こ
の
８
月
に
県
と
の
売
買
契

約
が
締
結
さ
れ
、
来
年
８
月
か
ら

新
営
業
所
で
の
業
務
開
始
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
状
況

　

平
成
24
年
度
開
校
予
定
の
横
手

明
峰
中
学
校
は
、
野
球
場
、
陸
上

競
技
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
屋
外

体
育
施
設
工
事
が
順
調
に
進
ん
で

い
ま
す
。
校
舎
本
体
工
事
に
つ
い

て
は
８
月
上
旬
で
進
捗
率
32
・
２

％
と
な
っ
て
お
り
、
普
通
教
室
棟

の
２
階
ま
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設

が
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
27
年
度
開
校
予
定

の
雄
物
川
地
区
小
学
校
統
合
事
業

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
プ
ロ
ポ
ー

ザ
ル
方
式
に
よ
り
設
計
業
者
選
定

の
手
続
き
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
来
年
度
に
は
現
雄
物
川
中

学
校
の
校
舎
を
解
体
し
、平
成
25・

26
年
度
の
２
カ
年
で
新
校
舎
を
建

築
す
る
予
定
で
す
。

　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
統
合
計

画
に
つ
い
て
は
、
危
機
管
理
、
効

率
的
な
配
送
、地
場
産
物
の
活
用
、

食
育
の
推
進
な
ど
の
観
点
か
ら
見

直
し
を
行
い
、
平
鹿
、
雄
物
川
、

大
森
の
３
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
、

４
，
５
０
０
食
規
模
の
新
セ
ン
タ

ー
と
併
せ
て
４
セ
ン
タ
ー
で
運
営

し
て
い
く
と
い
う
結
論
を
得
ま
し

た
。
新
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
24
・

25
年
度
の
２
カ
年
で
横
手
地
区
統

合
小
・
中
学
校
地
内
に
建
設
す
る

こ
と
と
し
、
平
成
26
年
度
か
ら
の

稼
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

上
水
道
事
業

　

地
震
や
自
然
災
害
等
に
よ
る
緊

急
時
の
断
水
対
策
と
し
て
、
市
民

の
皆
様
へ
正
し
い
情
報
を
確
実
に

お
伝
え
で
き
る
よ
う
、
９
台
の
車

載
ス
ピ
ー
カ
ー
を
広
報
用
車
両
に

設
置
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
効
率

的
な
給
水
活
動
に
対
応
す
る
た
め
、

容
量
２
ト
ン
の
給
水
タ
ン
ク
10
基

に
つ
い
て
も
、
納
入
手
続
き
を
進

め
て
い
ま
す
。

　

停
電
対
策
と
し
て
は
、
上
内
町

と
大
沢
浄
水
場
に
設
置
す
る
緊
急

用
自
家
発
電
設
備
を
借
り
上
げ
、

現
在
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浄
水
場
内
で

配
線
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

2

は
じ
め
に

　

東
日
本
大
震
災
や
福
島
第
１
原

発
事
故
に
よ
る
電
力
不
足
へ
の
対

応
の
た
め
、
市
で
は
庁
舎
内
の
使

用
電
力
量
を
昨
年
度
ピ
ー
ク
か
ら

20
％
削
減
を
目
標
と
し
、
市
内
の

企
業
や
各
種
団
体
、
市
民
の
皆
様

に
は
、
15
％
削
減
を
目
標
に
広
く

節
電
の
取
り
組
み
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
島
第
１
原
発
事
故
に

よ
る
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
汚
染
の
拡

大
が
心
配
さ
れ
て
お
り
、
農
林
水

産
省
は
、
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度

の
検
査
を
本
県
に
お
い
て
も
追
加

実
施
す
る
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

　

県
で
は
、
25
市
町
村
を
よ
り
細

か
い
範
囲
で
検
査
す
る
方
針
と
し

て
い
ま
す
が
、
市
で
は
、
県
が
調

査
し
た
個
所
以
外
に
も
独
自
の
検

査
を
実
施
し
て
、
主
食
で
あ
る
米

の
安
全
性
を
実
証
し
、
消
費
者
の

不
安
を
払
拭
し
て
い
き
ま
す
。

防
災
体
制
の
整
備
と
対
策

　

今
冬
の
豪
雪
や
東
日
本
大
震
災

の
教
訓
を
も
と
に
、
雪
に
負
け
な

い
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と
防
災
体

制
の
整
備
を
進
め
る
た
め
、
横
手

市
防
災
会
議
に
、
各
部
局
長
に
よ

る
庁
内
検
討
部
会
を
設
置
し
、
検

討
を
始
め
て
い
ま
す
。

　
『
総
合
雪
対
策
基
本
計
画
』の
策

定
で
は
、
庁
内
検
討
会
を
こ
れ
ま

で
２
回
開
催
し
、
行
政
課
題
の
洗

い
出
し
を
全
庁
的
に
行
う
と
と
も

に
、
市
民
委
員
20
人
で
構
成
さ
れ

る
計
画
策
定
委
員
会
を
開
催
し
、

市
民
生
活
の
立
場
か
ら
の
課
題
整

理
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
県
の
交
付
金
を
受
け
て

非
常
用
発
電
機
を
市
内
20
カ
所
の

避
難
所
へ
設
置
す
る
計
画
で
あ
り
、

今
議
会
に
補
正
予
算
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

市
民
後
見
推
進
事
業
の
実
施

　

要
介
護
認
定
に
係
る
医
師
の
意

見
書
に
よ
る
と
、
市
の
高
齢
者
人

口
の
約
９
％
に
あ
た
る
２
，
８
０

０
人
の
方
が
な
ん
ら
か
の
認
知
症

の
症
状
が
あ
る
と
い
う
結
果
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
高
齢
者
の
権
利
擁

護
や
認
知
症
の
予
防
、早
期
発
見
、

見
守
り
、
家
族
会
支
援
な
ど
の
取

組
み
の
充
実
を
図
る
必
要
が
あ
る

こ
と
か
ら
、
国
・
県
の
交
付
金
を

受
け
て
『
市
民
後
見
推
進
事
業
』

と
『
認
知
症
を
み
ん
な
で
支
え
る

地
域
づ
く
り
支
援
事
業
』
を
実
施

す
る
た
め
、
補
正
予
算
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

 　

市
で
は
、
成
年
後
見
人
等
と
な

れ
る
親
族
が
い
な
い
方
々
の
た
め

に
、
成
年
後
見
人
の
担
い
手
を
養

成
し
、
権
利
擁
護
の
推
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

果
樹
産
地
再
生
支
援
事
業

　

今
冬
の
豪
雪
に
よ
り
、
市
内
樹

園
地
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
、
今

年
の
収
穫
量
は
、
前
年
と
比
較
し

大
き
く
減
少
す
る
も
の
と
思
わ
れ

ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
果
樹
農
家
に
販
売

代
金
が
入
金
さ
れ
る
ま
で
の
果
樹

用
施
設
設
備
の
借
入
金
返
済
な
ど
、

少
し
で
も
農
家
の
負
担
軽
減
を
図

れ
る
よ
う
、
横
手
市
農
業
経
営
安

定
化
資
金
に
未
収
益
期
間
を
考
慮

し
た
資
金
制
度
を
準
備
し
、
償
還

期
間
10
年
以
内
、
据
置
き
３
年
以

内
と
す
る
果
樹
災
害
枠
を
新
設
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

 

市議会９月定例会

市長所信説明
 

　

横
手
市
議
会
９
月
定
例
会
が
、
８
月
29
日
か
ら
９
月
22

日
ま
で
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

五
十
嵐
市
長
は
、
所
信
説
明
の
冒
頭
、
８
月
11
日
に
発

生
し
た
救
急
搬
送
の
遅
れ
に
つ
い
て
陳
謝
し
、
「
再
発
防

止
に
向
け
更
な
る
チ
ェ
ッ
ク
体
制
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
全
職
員
を
挙
げ
て
市
民
皆
さ
ん
の
信
頼
回
復
に
努
め

る
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

今
号
で
は
、
所
信
説
明
の
中
か
ら
、
主
な
内
容
を
抜
粋

し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
全
文
を
掲
載
し
て
い
ま
す

 

■一般会計補正額　　　　　１３億８,７８６万７千円
◎主な補正予算の内容
　●農業経営安定化対策事業･････････････ １億 ８万４千円
　●重点品目産地づくり支援事業･･･････････ １，０１０万円
　●農業水利施設長寿命化対策支援事業
  　　　　　　　    ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １，７２８万円
　●ごみ処理統合施設周辺道路環境整備事業
　　　　　　　    　 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ４，９７２万円
　●くらしのみちづくり事業・・・・・・・・・・・・・・・ ２,１１３万円
　●地方道路交付金事業・・・・・・・・・・・・・・・ １,９４５万５千円
　●地域総合整備資金貸付事業・・・・・・・・・・・・・ ７,５００万円
　●震災及び放射能対応等災害対策費・・・ １,０６１万３千円
　●豪雨災害復旧費・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ９,０６０万円
　●雪害、震災による公共施設等修繕費
　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １,９９６万７千円
　●財政調整基金積立金･･･････････ ８億４,１３９万３千円
■補正後の予算総額　　　５４６億５,３０４万５千円

今議会に提案された一般会計補正予算
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に
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じ
め
に

 

新
た
な
施
策
へ
の
取
組
み

 

新
た
な
施
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へ
の
取
組
み

 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

　

ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に

う
わ 

ぬ
ま

さ
る 

は
ん 

な
い

ぶどう畑で放射線量測定

豪雪を乗り越え実をつけたりんごの木
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

採　用

◆
職
種
お
よ
び
採
用
予
定
人
数
／

　

薬
剤
師
、
臨
床
検
査
技
師
、
放

　

射
線
技
師
各
１
名
程
度

◆
受
験
資
格
／
　

【
薬
剤
師
】

＊
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
薬
剤
師
免
許
を
有

　

す
る
人
、
ま
た
は
平
成
24
年
３

　

月
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
同
国
家

　

試
験
等
に
よ
り
免
許
取
得
見
込

　

み
の
方

【
臨
床
検
査
技
師
】

＊
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
、
臨
床
検
査
技
師

　

免
許
を
有
す
る
方

【
放
射
線
技
師
】

＊
昭
和
54
年
４
月
２
日
以
降
に
生

　

ま
れ
た
方
で
放
射
線
技
師
免
許

　

を
有
す
る
方
（
Ｃ
Ｔ
・
Ｍ
Ｒ
Ｉ

　

経
験
者
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

　

診
精
度
管
理
中
央
委
員
会
の
マ

　

ン
モ
認
定
技
師
が
望
ま
し
い
）

◆
採
用
予
定
年
月
日
／
平
成
24
年

　

４
月
１
日

◆
試
験
期
日
／
11
月
13
日（
日
）　

◆
試
験
会
場
／
市
立
横
手
病
院

◆
受
験
申
込
期
限
／
11
月
２
日（
水
）

　

必
着
※
採
用
後
、
通
勤
に
支
障

  

の
な
い
範
囲
に
居
住
す
る
こ
と 

  

も
、
受
験
条
件
に
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

〒
０
１
３-

８
６
０
２ 

横
手
市   

  

根
岸
町
５-

31 

市
立
横
手
病
院   

  

総
務
課 　

３
２
‐
５
０
０
１

※
試
験
案
内
・
申
込
用
紙
は
、
市

　

立
横
手
病
院
に
あ
り
ま
す
。
郵

　

便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
封
筒

　

の
表
に
「
職
員
採
用
試
験
申
込

　

用
紙
請
求
」
と
朱
書
き
し
、
宛

　

先
を
明
記
し
て
１
２
０
円
切
手

　

を
貼
っ
た
返
信
用
封
筒
（
角
型

　

２
号
）
を
同
封
の
う
え
、
市
立

　

横
手
病
院
総
務
課
に
お
送
り
く

　

だ
さ
い
。
申
込
用
紙
等
は
市
立

　

横
手
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

　

も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

市
立
横
手
病
院
の
職
員
を
募
集
し
ま
す

ホームページ http://www.yokote-mhp.jp/農　業
　

市
で
は
農
業
振
興
地
域
整
備
計

画
を
定
め
て
い
て
、
農
振
農
用
地

区
域
で
の
農
地
転
用
や
土
地
開
発

行
為
を
行
う
場
合
、
当
該
地
を
農

振
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

除
外
す
る
た
め
に
は
、
市
の
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
の
変
更
が

必
要
で
す
の
で
、
手
続
き（
申
出
）

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
転
用
が
必
要
な
農
業
用

施
設
に
つ
い
て
も
、
軽
微
な
変
更

（
用
途
変
更
）
の
手
続
き
が
必
要

で
す
。

※
内
容
に
よ
り
除
外
で
き
な
い
場

　

合
が
あ
り
ま
す
。

◆
受
付
場
所
／
各
地
域
局
産
業
建

　

設
課

◆
申
込
期
限
／
10
月
21
日(

金)

※
申
込
期
限
は
農
振
変
更
の
進
捗

　

状
況
で
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。
農
業
用
施
設
の
場
合
は

　

随
時
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
変
更
日
／
平
成
24
年
３
月   

  

下
旬(

予
定)

【
問
合
せ
】

　

市
産
業
経
済
部
農
業
政
策
課(

県

　

平
鹿
地
域
振
興
局
内)

　
　

３
２
‐
２
１
１
２
、
ま
た
は

　

各
地
域
局
産
業
建
設
課

※
許
可
を
受
け
ず
に
農
地
転
用
や

　
開
発
行
為
を
行
っ
た
場
合
は
、

　
法
令
に
よ
り
厳
し
い
罰
則
規
定

　
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

　
ご
注
意
く
だ
さ
い

 

平
成
23
年
度
下
半
期
農
振
変
更（
除
外
）を
受
け
付
け
ま
す

雪下ろし
　

建
設
業
者
や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
等
の
協
力
を
得
て
、
対
象

世
帯
の
雪
寄
せ
・
雪
下
ろ
し
作
業

を
支
援
し
ま
す
。

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
は
、

利
用
料
金
の
一
部
を
市
が
助
成
し

ま
す
。

◆
対
象
世
帯
／
雪
寄
せ
や
雪
下
ろ

　

し
作
業
を
す
る
こ
と
が
難
し
く
、

　

親
族
や
近
隣
者
か
ら
の
援
助
が

　

困
難
な
世
帯
で
、
①
〜
③
の
い

　

ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

①
65
歳
以
上
で
１
人
暮
ら
し
の
方
、

　

ま
た
は
高
齢
者
の
み
の
世
帯

②
配
偶
者
の
い
な
い
女
性
と
義
務

　

教
育
修
了
前
の
児
童
の
み
の
世

　

帯
③
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

　

け
、
障
が
い
の
程
度
が
１
〜
２

　

級
の
方

◆
申
込
期
限
／
11
月
２
日（
水
）

※
雪
下
ろ
し
作
業
に
ご
協
力
い
た

　
だ
け
る
事
業
者
を
募
集
し
て
い

　
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

　
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

市
健
康
福
祉
部
高
齢
ふ
れ
あ
い

　

課
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
３
４
、
ま
た
は

　

各
地
域
局
市
民
福
祉
課

雪
寄
せ
・
雪
下
ろ
し
作
業
を
支
援
し
ま
す

子 育 て
　

子
ど
も
手
当
は
、
９
月
ま
で
中

学
生
以
下
が
一
律
１
３
，
０
０
０

円（
月
額
）で
し
た
が
、
10
月
分
か

ら
変
更
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
子

ど
も
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
た
方

も
、
新
た
に
申
請
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
手
続
き
が
必
要
な
世
帯
に

は
10
月
下
旬
に
通
知
し
ま
す
の
で
、

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
・
申
込
み
】

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
３
３
、
ま
た
は

　

各
地
域
局
市
民
福
祉
課

10
月
か
ら『
子
ど
も
手
当
』の
支
給
額
が
変
わ
り
ま
す

　
　
　
　
　
　
　             

〜
申
請
を
お
忘
れ
な
く
〜※平成24年４月分以降は決まりしだいお知らせし

　ます。
※公務員の方は、勤務先での申請になります。

子ども手当支給額（10月分～平成24年３月分）
対象者

０歳～３歳未満

３歳～小学校修了前

中学生

　　支給額（月額）
　15,000円（一律）
　10,000円
（第３子以降は15,000円）
　10,000円（一律）

土地取引
　

一
定
の
面
積
を
超
え
る
土
地
の

取
り
引
き
を
し
た
場
合
、
土
地
の

買
い
主
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
き
、
市
へ
の
届
け
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

◆
届
け
出
が
必
要
な
土
地
取
り
引

き
の
種
類

　

売
買
、
交
換
、
売
買
予
約
、
譲

　

渡
担
保
、
代
物
弁
済
な
ど

◆
届
け
出
が
必
要
な
土
地
の
面
積

①
都
市
計
画
区
域
外（
山
林
な
ど
）

　
　
　

１
０
，
０
０
０
㎡
以
上
の

　

土
地
取
引
を
し
た
場
合

②
都
市
計
画
区
域
内　
　

　
　
　

５
，
０
０
０
㎡
以
上
の
土

　

地
取
引
を
し
た
場
合

※
平
成
22
年
７
月
か
ら
都
市
計
画

　

区
域
が
横
手
市
内
の
平
坦
部
一

　

帯
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
拡
大

　

に
と
も
な
い
、
届
出
が
必
要
に

　

な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

　

く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

　

覧
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
期
限

　

契
約
締
結
日
を
含
め
て
２
週
間

　

以
内

【
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課(

本

　

庁
南
庁
舎
内)

　
　

３
５
‐
２
１
６
４

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に
は
届
出
が
必
要
で
す

市長面会日のお知らせ

◆日　　時／10月27日(木)午前９時～10時30分
　　　　　　※１人につき15分で６人までになります
◆申込期限／10月21日(金)午後５時
◆申 込 み／市総務企画部市長公室
　　　　　　秘書・政策調整担当     
            　35-2111（内線1033、1034）

行政相談
　

行
政
相
談
委
員
は
総
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
国
の
仕
事
等

へ
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け

付
け
、
皆
さ
ん
と
関
係
行
政
機
関

と
の
間
に
立
っ
て
解
決
の
お
手
伝

い
を
す
る
〝
行
政
と
住
民
と
の
パ

イ
プ
役
〞
で
す
。
行
政
相
談
週
間

中
に
特
設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

【
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
総
務
課
（
本
庁

　

南
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
６
１

行
政
相
談
所
を
開
設
し
ま
す

イベント
　

独
身
の
男
女
の
願
い
を
叶
え
る

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー

ス
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
少

子
化
対
策
の
一
環
と
し
て
、
独
身

男
女
が
気
軽
に
楽
し
む
こ
と
が
で

き
る
イ
ベ
ン
ト
の
事
業
費
を
助
成

し
ま
す
。
助
成
額
は
応
募
団
体
数

や
内
容
を
も
と
に
決
定
し
ま
す
。

◆
企
画
内
容

　

独
身
男
女
（
20
歳
以
上
）
の
出

　

会
い
の
場
を
創
出
す
る
企
画

◆
応
募
資
格

　

市
内
で
活
動
す
る
団
体
等
（
Ｎ

　

Ｐ
Ｏ
、
会
社
、
任
意
団
体
、
個

　

人
に
よ
る
応
募
も
可
）

◆
企
画
条
件

　
独
身
男
女
あ
わ
せ
て
20
人
以
上

　

の
参
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

　

特
定
の
構
成
員
（
会
員
）
限
定

　

の
事
業
で
は
な
い
こ
と
。

◆
応
募
期
間

　

10
月
３
日（
月
）〜
28
日（
金
）   

※
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

ま
た
は
、
各
地
域
局
に
備
え
付

　

け
の
募
集
要
領
を
ご
覧
く
だ
さ   

  

い
。

【
応
募
先
・
問
合
せ
】

　

市
総
務
企
画
部
経
営
企
画
課（
本

　

庁
南
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
６
４

出
会
い
イ
ベ
ン
ト
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
ま
せ
ん
か
？

◆行政相談所の開設日（相談無料・秘密厳守）

場 所

さかえ館（栄公民館）
旭ふれあい館（旭公民館）

オアシス館（黒川公民館）

金沢公民館

増田地区多目的研修センター
平鹿町ゆとり館
雄物川保健センター 
大森コミュニティセンター

十文字文化センター
山内公民館
大雄地域福祉センター

時 間

10：00～12：00
13：30～15：30
10：00～12：00
13：30～15：30

10：00～15：00      
10：00～12：00
10:00～15:00
 9：30～12：00
10：00～15：00
13：00～15：00
 9：30～12：00

※地区に関係なく、どの会場でも相談を受け付けます

期 日

10/18(火）

10/19（水）

10/21(金）
10/17(月）
10/17（月）
10/18（火）
10/17（月）
10/22（土）
10/21（金）

地 域

横　手

増　田
平　鹿
雄物川
大　森
十文字
山　内
大　雄

◆行政相談員

まさし

氏　名
佐々木勇一
飯塚　恭子
阿部　功太
戸部　英二
佐藤　靖子
渡邉　均
三浦　昌
小山　誠一
藤山　善次

電話番号
　32-2391
　33-5498
　45-4685
　24-3038
　23-1681
　26-3238
　42-1169
　53-3010
　52-2917

　　　　住　　所
清川町2番22号
大屋新町字中野117番地6
増田町八木字屋布合20番地
平鹿町下鍋倉字鍋倉177番地
雄物川町薄井字下開377番地9
大森町八沢木字葛ヶ沢51番地
十文字町字本町28番地
山内平野沢字南相野々214番地
大雄字下新処134番地

ホームページ http://www.city.yokote.lg.jp/

ホームページ http://www.city.yokote.lg.jp/

○市県民税３期　 　○国民健康保険税４期
○介護保険料４期 　○後期高齢者医療保険料４期

　　　※年金天引きでないもの

　　　　納期限は10月31日です
　　　　　　　 ◆市税等の納付は便利・安心・確実な　
　　　　　　     口座振替で！
　　　　　 　　◆市財務部納税課（横手庁舎内）
　　　　　　　 　　32-2518

 

４
11
18
25

２
９
16
23
30

１
８
15
22
29

７
14
21
28

５
12
19
26

６
13
20
27

10月 -October-

３
10
17
24
31

【
お
詫
び
と
訂
正
】
　

  

市
報
９
月
15
日
号
、
６
㌻
下
段
の

「
『
故
郷
に
元
気
を
』
と
１
千
万
円
を

寄
付
」
の
記
事
中
、
鶴
岡
正
義
さ
ん

は
鶴
岡
政
義
さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
し
ま
す
。
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市政情報便市政情報便  市役所からのお知らせ 市役所からのお知らせ 

＊
保
育
園
＊

◆
対
象

  

保
護
者
が
仕
事
や
病
気
な
ど
で
、

　

日
常
児
童
を
保
育
で
き
な
い
家

　

庭
の
０
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前

　

の
乳
幼
児

◆
受
付

　

10
月
３
日（
月
）〜
12
月
22
日（
木
）

◆
申
し
込
み

　

入
園
申
し
込
み
窓
口
は
、
原
則

　

と
し
て
次
の
と
お
り
で
す
が
、

　

各
地
域
局
で
も
申
し
込
み
で
き

　

ま
す
。

※
入
園
の
決
定
は
来
年
３
月
ご
ろ

　

に
な
り
ま
す
。

　
　

　

 

上宮第一幼稚園
上宮第二幼稚園
土 屋 幼 稚 園
こひつじ幼稚園

横　手

十文字

 　32-6075
 　33-2755
 　32-8817
 　42-3881

福 地 保 育 所
館 合 保 育 所
大 沢 保 育 所

雄物川

《へき地保育所》＊３歳児から

ますだ保育園
浅舞感恩講保育園
下鍋倉保育所
樽見内保育園
吉 田 保 育 所
醍 醐 保 育 園
沼 館 保 育 園
里 見 保 育 所
大 森 保 育 園
川 西 保 育 所
白 山 保 育 所
十文字保育所
三 重 保 育 所
植 田 保 育 所
睦 合 保 育 所

 申込み・問合せ
増　田

平　鹿

雄物川

大　森

十文字

平鹿地域局
市民福祉課　24-1114

雄物川地域局
市民福祉課　22-2156

大森地域局
市民福祉課　26-2115

十文字地域局
市民福祉課　42-5113

増田地域局
市民福祉課　45-5514

各地域局市民福祉課へ
お申し込みください。

◆保育園全般に関するお問い合わせは、市健康福祉部子育て支援課（横手庁舎内）　35-2133　

＊
幼
稚
園
＊

◆
対
象

　

満
３
歳
以
上
の
小
学
校
入
学
前

　

の
幼
児
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

　

も
入
園
で
き
ま
す
。

◆
受
付

　

10
月
１
日（
土
）か
ら

◆
申
し
込
み

　

入
園
を
希
望
す
る
幼
稚
園
へ
お

　

申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
願
書
等

　

は
各
幼
稚
園
に
あ
り
ま
す
）
。

　
乳
幼
児
健
康
支
援

  

一
時
預
か
り
事
業

　　

市
で
は
、
病
気
の
回
復
期
に
あ

る
子
ど
も
が
保
育
所
な
ど
で
の
集

団
生
活
が
困
難
な
場
合
、
一
時
的

に
預
か
る
乳
幼
児
健
康
支
援
一
時

預
か
り
事
業
（
病
児
・
病
後
児
保

育
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
※
事

前
申
込
み
が
必
要
で
す
。

＊
対
象
児
童
／
保
護
者
が
家
庭
で

　

保
育
を
行
う
こ
と
が
困
難
な
状

　

況
に
あ
る
、
病
気
回
復
期
（
感

　

染
症
は
除
く
）
の
０
歳
〜
小
学

　

校
３
年
生
の
児
童

＊
委
託(

実
施)

保
育
所
／
平
鹿
町

　

浅
舞
感
恩
講
保
育
園
、１
日
２
人

＊
利
用
料
金
／

　

①
生
活
保
護
世
帯
、
前
年
度
分

　

市
民
税
非
課
税
世
帯
／
無
料　

　

②
①
を
除
く
前
年
分
所
得
税
非

　

課
税
世
帯
／
日
額
１
，０
０
０
円

　

③
前
年
分
所
得
税
課
税
世
帯
／

　

日
額
２
，
０
０
０
円

【
申
込
み
・
問
合
せ
】

　

市
健
康
福
祉
部
子
育
て
支
援
課

　
（
横
手
庁
舎
内
）

　
　

３
５
‐
２
１
３
３

　

平
鹿
地
域
局
市
民
福
祉
課

　
（
平
鹿
庁
舎
内
）

　
　

２
４
‐
１
１
１
４

　

浅
舞
感
恩
講
保
育
園

　
　

２
４
‐
１
１
４
８

　22-3250
　23-1510
　22-3014

各保育園へお申し込みください。

　さんない保育園
たいゆう保育園

山　内
大　雄

　53-2172
　56-5060

申込み・問合せ

各保育所または雄物川地域局市民
福祉課へお申し込みください。

申込み・問合せ

◆幼稚園に関するお問い合わせは、各幼稚園
　または市教育委員会教育総務課（かまくら
　館内）　32-2402

 

横 手 幼 児 園
横手マリア園
アソカ保育園
明 照 保 育 園
白 梅 保 育 園
相 愛 保 育 園
和 光 保 育 園
常 盤 保 育 園
ときわベビーハウス

む つ み 保育園
旭 保 育 園
金 沢 保 育 園
みいりの保育園

 

（常盤保育園分園　２歳児まで）

東部包括支援センタ
ー、各保育園、横手
保健センターに設置
している申込書に記
入し、第一入園希望
保育園へお申し込み
ください。

東部包括支援センタ
ー（横手庁舎１階７
番窓口）　35-2160

申込み

横　手

～平成24年度　保育園・幼稚園の新規入園申し込みを10月から受け付けします～～平成24年度　保育園・幼稚園の新規入園申し込みを10月から受け付けします～

住宅用火災警報器は設置されましたか　住宅用火災警報器は設置されましたか　

悪質な訪問販売等にご注意を

　住宅用火災警報器の設置はお済みですか。今年６
月からすべての住宅に住宅用火災警報器の設置が義
務化されています。火災を早期に発見することがで
き、避難に有効なのが住宅用火災警報器です。全国
で「火の気に早く気づいた」「火災を未然に防いだ」
など設置の効果が、多く報告されています。
　今年の夏は高温が続き空気が乾燥し、火災が平年
に比べて多く発生しました。幸い市内で死者やけが
人はいませんが、多くの財産が失われています。こ
れからも空気が乾燥し、火災の発生しやすい時期が
続きますので注意が必要です。

　警報器を取り扱う悪質な訪問
販売も報告されていますので、
ご注意ください。
◆問合せ　市消防本部予防課
　（本庁北庁舎内）　32-1218　

狂 犬 病

  　

今
年
度
ま
だ
接
種
し
て
い
な
い

犬
の
飼
い
主
の
方
は
、
必
ず
接
種

さ
せ
て
く
だ
さ
い
。
予
防
注
射
は

お
住
ま
い
の
地
域
以
外
で
も
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
直
接
ご
希
望
の

会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
詳
細

は
、
下
記
担
当
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
会
場
で
は
犬
の
登
録
手

続
き
も
で
き
ま
す
。
新
し
く
犬
を

飼
っ
た
方
や
死
亡
等
に
よ
り
現
在

犬
を
飼
っ
て
い
な
い
方
は
届
け
出

が
必
要
で
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◆持ち物　愛犬手帳または犬鑑札
◆料　金　①注射料3,070円（うち注射済票代550円） 
　　　　　②登録料3,000円（新規登録する場合）

夜よこ進歩ジウム第２弾
ソーシャルネットワークでまちおこし
夜よこ進歩ジウム第２弾
ソーシャルネットワークでまちおこし
　震災時、ツイッターを利用して
被災者を励ましていた加藤夏希さ
んをゲストに迎え、フェイスブッ
クの活用事例紹介など、地域と人
をつなぐインターネットメディア
をまちづくりに生かすシンポジウ
ムを開催します。

◆期日／10月15日（土）
～第１部～ 午後４時～５時30分 かまくら館　
◆内容／加藤夏希さん（モデル・女優）によるトー
クショーほか　◆チケット／1,500円、かまくら館で
販売中、先着250人分
～第２部～ 午後６時30分～９時 横手プラザホテル
◆内容／加藤夏希さんのほか、全国各地でソーシャ
ルネットワークで地域を元気にしているゲストと横
手のまちづくりをテーマにした食事会、ツイッター
を利用したゲームなど　◆チケット／5,000円、横手
プラザホテル、かまくら館で販売中、先着130人分
◆問合せ／横手『秋』のにぎわい実行委員会事務局
（市産業経済部観光物産課内）　32-2118

住宅補助
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
事
業
を

ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
９
月
16
日
現
在
の
補

助
事
業
の
状
況
を
報
告
し
ま
す
。

◆
申
請
件
数
／
７
８
５
件

◆
補
助
決
定
額
／
７
，
０
７
５
万

　

３
千
円
（
１
件
当
た
り
平
均
補

　

助
金
額
９
万
円
）

◆
補
助
金
残
額
／
２
，
９
２
４
万

　

７
千
円

  

【
問
合
せ
】

　

市
建
設
部
建
築
住
宅
課
（
県
平

　

鹿
地
域
振
興
局
内
）

  　

３
５
‐
２
２
２
４　

平
成
23
年
度
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

補
助
事
業
の
状
況
報
告

　修繕工事が終了し、温泉利用を再開しています。
ゆうらく館の規定で、温泉が利用できるのは60歳以
上の方です（利用時間／午前10時～午後４時、月曜
日休館、利用料／210円）。再開にあわせて〝特別感
謝デー〟を開催します。
◆日時／10月９日（日）午後１時30分から 
◆内容／地元・山内の演歌クラブによる『歌と笑い
　　　　のショー』　
◆問合せ／ほっとパレス『ゆうらく館』　53-3009

山内ほっとパレス「ゆうらく館」特別感謝デー

　10月から休日救急当番医は、市内の２次救急病院
外来（平鹿総合病院、市立横手病院、市立大森病院）
と市内医院の２カ所で実施することになりました。
　日によって１カ所での実施の場合もありますので、
事前に市報やホームページでご確認ください。
※休日救急当番医の診療時間は、午前中（午前９時
　～正午）です。　　
◆問合せ／市健康福祉部健康推進課　33-9600

休日救急当番医が変更になりました
◆各地域の狂犬病予防注射実施日
地域

横　手

増　田
平　鹿
雄物川
大　森

十文字

山　内

大　雄

期日

10月15日（土）

10月５日（水）
10月１日（土）
10月16日（日）
10月７日（金）

10月20日（木）

10月23日（日）

10月14日（金）

10月13日（木）

時間
 8：50～12：00
13：20～14：30
 9：30～11：50
 9：00～11：40
 9：00～12：00
 9：00～11：00
 9：30～11：20
13：20～15：00
 9：30～11：00
 9：10～10：40
13：30～14：20
 9：30～11：00

問合せ

　33-9600

　45-5514
　24-0007
　22-2157
　26-4030

　42-5114
　

　53-2933

　52-3905

秋
の
狂
犬
病
予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す

問合せ
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Topics

    

　約５千発の花火が、仲秋
の夜空を彩りました。

月山神社祭典 （増田） （増田・十文字）

■増田花火大会（９月14日）■神輿渡御（９月15日）

掛
唄
の
勝
者
に
光
る
朝
の
露

加
藤
義
峰

掛
唄
の
勝
者
に
光
る
朝
の
露

加
藤
義
峰

地域に受け継がれる伝統地域に受け継がれる伝統

　子どもたちが夏休み中に練習を
重ねた番楽を、仁井田総合コミュ
ニティセンターで奉納しました。

　八木神社境内で子どもたちが６演目を奉納しました。

江戸時代から続く番楽

■八木番楽（９月８・９日／増田）

■仁井田番楽（９月７日／十文字）

仁井田番楽
　　（演目：渡辺鬼退治）八木番楽（演目：曽我兄弟）

  
 

新弟子検査に合格、大相撲の世界へ

土俵で神谷コーチの胸をかり、黙々と申しあい
稽古をする中川さん

　９月２日、東京の両国国技館で行われた大相撲新弟子検査に、平成高校３年の中
川力斗さんが挑戦し、第２検査の体格基準（身長167㌢、体重67㌔以上）、内臓検査、
50㍍走などの運動能力テストの基準を上回り、新序出世力士に合格しました。時津
風部屋に所属し、四股名は『力斗』。９月11日から行われた大相撲秋場所の前相撲
の取り組みから〝関取への一歩〟を踏み出しました。
　小学３年の時に友だちに誘われ、地区の相撲大会に出場したのをきっかけに、中
学校、高校と相撲部に所属。相手が十分な体勢になる前に自分の相撲を取る〝突き
押し相撲〟が得意で、昨年の全県高校総体では個人優勝し、県代表としてインター

ハイに出場するほどの実力の持ち主です。
  高校を卒業するまでは、横手と相撲部屋を
往復して大相撲に臨む中川さんは「原監督や
神谷コーチ、地域の皆さん、家族の支えがあ
りこれまでやってこれました。みんなに応援
してもらえる関取になれるように毎日の稽古
を欠かさず、一日でも早く幕内に上がれるよ
う頑張ります」と、力強く将来の目標を話し
てくれました。
　中川さんの今後の活躍を、地域をあげてあ
たたかく見守っていきたいものです。

中川　力斗さん
平成高校３年・相撲部
（平鹿町浅舞）

りき となか がわ

し こ な りき　と

しんじょ

　９月14日の夜から15日の早朝にかけ、金沢公園二の丸
長床で、全県伝統掛唄大会が行われました。仙北荷方節
にのせ、即興の歌詞で掛け合う姿が魅力の掛唄には、金
沢中学校の生徒や新潟大学教育学部の学生を含む37人が
参加。ジュニア部門では、東日本大震災からの復興や女
子サッカーの話題をテーマに掛け合う姿が見られました。
今年の優勝者は、市内の中川原信一さんで、２年ぶり13
度目の栄冠を手に入れました。
　15日には、金沢８地区を巡回して『ささら舞』が披露
され、見物に来た地域の皆さんは、伝統芸能が確実に受
け継がれている姿を頼もしく感じている様子でした。
　また、金沢公園北の丸では、横手市と美郷町の金沢小
学校の子どもたちが伝統奉納相撲で力比べをしました。

伝統を受け継ぎ、子どもたちも活躍
■金澤八幡宮祭典（横手）

①掛唄で夫婦対決す
る中川原信一さんと
恵美子さん
②金沢８地区を巡回
し、ささら舞を披露
する金沢中の皆さん
③仲間の声援を受け、
力強くふんばる小学
生力士たち ①

② ③

　旗背負いを先頭に、町内を練り歩
いた神輿渡御。

よこて　ふれあい便り～第４回～

介護保険・高齢福祉の広場

　デイサービスやショートステイなどの介護サービスは、利用料の１割の負担で利用することがで
きます。残りの９割は介護保険でまかなわれ（給付）、そのお金はみなさんの介護保険料と公費で
成り立っています。
◆100円でできること
　８月末現在、65歳以上の被保険者は30,658人います。30,658人が100円ずつ出しあうと、3,065,800円集まり、
公費などと合わせることで、約1,500万円の給付
に使うことができます。
　介護サービスにかかる給付費用は、１カ月あた
り利用者平均で約15万円ですので（右図）、この
金額は介護や支援が必要な高齢者約100人を１カ
月間支えることができる金額に相当します。
　また、介護や支援が必要でない人への介護予防
活動や、相談体制の整備などに対しても一部を使
うことができます。

　横手市の現在の介護保険料は、年額46,700円（月当たり3,892円）を基準に、世帯の所得などを考慮して段
階的に決められています。
　市介護保険運営協議会では、これからどんな介護サービスがどれだけあればよいかについて協議しています。
介護サービスの種類や使う人数・回数の見込みによって介護保険料が決まりますが、100円のむこうには100人
の笑顔があることを心の片隅にとめていただければ幸いです。

●問合せ 市健康福祉部高齢ふれあい課 　35-2134

 介護保険・福祉の広場／市長コラム

図）介護保険の給付費用月額（利用者１人あたり）
※注：利用者が支払う金額ではありません。

平均

施設

住宅
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約15万円

約28万円

約11万円

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

横
手
市
長　

五
十
嵐 

忠
悦

二
つ
の
大
災
害
を
経
て
考
え
る

『
食
の
安
全
と
安
心
』

市
長
コ
ラ
ム
 
①

市
長
コ
ラ
ム
 
①1717

い
ど
む

い
ど
む

　　

実
り
の
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
果
樹
栽

培
は
、
昨
冬
の
記
録
的
な
大
雪
の
影
響
を

強
く
受
け
た
も
の
の
ひ
と
つ
で
す
。
果
樹

生
産
者
は
、
２
月
下
旬
か
ら
雪
掘
り
作
業

を
行
い
、
樹
体
や
果
樹
棚
の
復
旧
な
ど
に

懸
命
の
努
力
を
重
ね
ま
し
た
。
市
内
外
か

ら
訪
れ
た
災
害
復
旧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど

の
助
け
も
あ
り
、
果
樹
園
で
は
そ
れ
ぞ
れ

に
収
穫
の
時
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

　

８
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
恒
例
の
観
光
ぶ

ど
う
園
の
開
園
式
で
は
、
例
年
と
は
ま
た

違
っ
た
〝
収
穫
の
喜
び
〞
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
収
量
は
減
っ
た
も
の
の
、
非
常
に

糖
度
の
高
い
ぶ
ど
う
が
実
り
、
品
質
的
に

は
相
当
良
い
も
の
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　

ま
た
、
県
内
一
の
生
産
量
を
誇
る
り
ん

ご
は
、
こ
れ
か
ら
主
力
品
種
の
収
穫
期
を

迎
え
ま
す
。
雪
害
か
ら
の
復
興
、
再
生
に

は
ま
だ
ま
だ
時
間
が
必
要
だ
と
は
思
い
ま

す
が
、
よ
り
品
質
の
高
い
農
産
物
を
生
産

し
、
産
地
を
守
ろ
う
と
す
る
生
産
者
の
皆

さ
ん
の
熱
意
に
は
、
本
当
に
心
強
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
福
島
第

一
原
発
の
事
故
に
伴
う
放
射
能
汚
染
は
、

未
だ
に
収
束
へ
の
糸
口
が
見
え
て
き
ま
せ

ん
。
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
と

安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
専
門
業
者
に
依

頼
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
部
門
で
放
射
線
量

調
査
を
行
い
ま
し
た
。
特
に
〝
食
と
農
か

ら
の
ま
ち
づ
く
り
〞
を
標
榜
す
る
横
手
市

に
と
っ
て
、
農
産
物
の
『
食
の
安
全
』
は

重
要
な
生
命
線
と
考
え
ま
す
。

　

幸
い
に
も
、
県
と
市
が
行
っ
た
調
査
で

は
、
コ
メ
、
小
麦
、
野
菜
、
果
樹
の
い
ず

れ
か
ら
も
、
放
射
性
物
質
は
検
出
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
、
安

心
し
て
横
手
産
の
農
産
物
を
食
べ
て
い
た

だ
き
、
そ
の
安
全
性
に
も
胸
を
張
っ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
日
本
国
民
全
体
の
生
活
や
安

全
性
を
考
え
た
と
き
、
「
こ
の
ま
ま
で
よ

い
の
だ
ろ
う
か
」
と
の
思
い
が
拭
い
切
れ

ま
せ
ん
。
原
発
事
故
の
影
響
の
少
な
い
秋

田
県
で
は
『
通
常
値
』
と
さ
れ
る
放
射
線

量
を
大
き
く
上
回
る
環
境
の
下
で
、
日
常

生
活
を
送
っ
て
い
る
他
県
の
方
々
が
数
多

く
い
る
こ
と
を
、
私
た
ち
は
決
し
て
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

自
ら
の
食
の
安
全
を
訴
え
る
こ
と
で
、

他
県
の
『
風
評
被
害
』
を
助
長
す
る
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
、
冷
静
で
慎
重
な
行
動

を
と
る
こ
と
が
、
被
害
の
大
き
い
地
域
へ

の
配
慮
で
あ
り
、
支
援
の
ひ
と
つ
と
言
え

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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守屋　翔達さん
もりや　しょうたつ（20歳・十文字）

  

翔
達
さ
ん
は
今
年
二
十
歳
を
迎
え
、
８
月
15

日
に
行
わ
れ
た
市
の
成
人
式
で
は
、
十
文
字
地

域
の
実
行
委
員
と
し
て
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　

長
身
を
活
か
し
、
十
文
字
中
学
校
か
ら
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
を
始
め
、
３
年
生
の
時
に
は
全
県
優

勝
を
手
中
に
し
ま
し
た
。
雄
物
川
高
校
に
進
学

後
も
バ
レ
ー
を
続
け
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
支
え

合
い
な
が
ら
練
習
を
重
ね
た
結
果
、
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

高
校
卒
業
後
、
光
ガ
ラ
ス
株
式
会
社
（
湯
沢

市
）
に
就
職
し
、
現
在
は
光
学
ガ
ラ
ス
の
製
造

加
工
を
行
っ
て
い
ま
す
。
「
会
社
の
先
輩
が
、

ガ
ラ
ス
の
加
工
技
術
を
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま

す
。
技
術
を
習
得
し
、
仕
事
に
活
か
し
て
い
く

こ
と
が
今
の
目
標
で
す
」
と
こ
れ
か
ら
の
仕
事

に
つ
い
て
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

◆
自
分
の
中
で
大
切
に
し
て
い
る
こ
と

　

高
校
時
代
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
、
厳
し
い

練
習
を
通
じ
て
チ
ー
ム
の
絆
が
深
ま
り
ま
し
た
。

そ
の
仲
間
は
、
か
け
が
え
の
な
い
存
在
で
今
で

も
一
番
大
切
な
人
た
ち
で
す
。

　このコーナーでは、まちのフレッシュさんを
リレー方式でご紹介します。守屋さんは、前回
の髙橋さんからのご紹介です。

 

　

山
口
県
萩
市
が
ふ
る
さ
と
の
奈

美
江
さ
ん
は
、
東
京
の
会
社
で
同

僚
だ
っ
た
平
鹿
町
出
身
の
弘
行
さ

ん
と
の
結
婚
を
機
に
、
当
市
に
住

み
始
め
７
年
が
経
ち
ま
し
た
。
匠

く
ん（
４
歳
）と
零
ち
ゃ
ん（
２
歳
）

の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
な
が
ら

子
育
て
に
励
ん
で
い
ま
す
。　

　

弘
行
さ
ん
の
実
家
で
は
、
ご
両

親
が
２
人
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

「
今
は
、
実
家
か
ら
少
し
離
れ
て

暮
ら
し
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
た

ち
が
、
好
ん
で
両
親
の
も
と
を
訪

れ
ま
す
。
面
倒
を
み
て
も
ら
い
、

と
て
も
助
か
っ
て
い
ま
す
」
と
感

謝
の
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

横
手
に
つ
い
て
「
雪
に
は
だ
い

ぶ
慣
れ
ま
し
た
が
、
雪
道
の
運
転

は
、
か
な
り
気
を
使
い
ま
す
」
と

話
し
、
食
べ
物
は
「
ス
イ
カ
や
桃

な
ど
の
果
物
が
お
い
し
く
、
そ
の

新
鮮
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
山
菜
も

好
き
で
、
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
旬
を
心
待

ち
に
し
て
い
る
様
子
で
す
。　
　

　
「
横
手
は
自
然
が
豊
か
で
、
周
り

に
は
優
し
い
人
が
多
く
、
と
て
も

心
地
良
い
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
も
伸
び
伸
び
育
つ
と

思
い
ま
す
。
今
後
も
家
族
で
協
力

し
な
が
ら
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
」

と
ほ
ほ
笑
み
を
浮
か
べ
な
が
ら
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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材料（４人分）
○ジャガイモ…２個 ○ピーマン…２個 ○中ナス…２個  
○トマト…１個 ○タマネギ…1/2個 ○ニンジン…1/2本
○ニンニク…１かけ　○シシリアンルージュピューレ…
180ｇ ○ベーコン…２枚  ○オリーブオイル…大さじ１
○コンソメ…小さじ１ ○水…４カップ ○塩・コショウ
…少々　○乾燥パセリ…少々　○粉チーズ…少々
作り方
①野菜は１㌢の角切りに、ニンニクはみじん切りにし、
　ベーコンは１㌢幅に切っておく。
②鍋にオリーブオイルを熱し、①を入れ炒める。
③②にシシリアンルージュピューレと水、コンソメを加
　えて、野菜が柔らかくなるまで煮る。
④塩・コショウで味を調えて器に盛り、パセリとお好み
　で粉チーズをかける。
※鶏がらスープとごま油やキムチの素などで味付けを変
　えても美味しい一品です。
◎今月の紹介者

旬の地産食材で健康づくり

食と農からのまちづくり

１人分の栄養素
エネルギー 164.0kcal
タンパク質   5.1g
脂　　　質   8.2g
塩　    分   1.0g

主食/黄色

副菜/緑色

食事バランスガイド

主菜/赤色

牛乳・乳製品
/むらさき色

果物
/青色

1

21 12

2 3 4 5

3 4 5 6

2 3 4 5 6 7

1

　ジャガイモは男爵、メ
ークインの２品種がよく

知られていると思います。横手で
は、北アカリやインカのめざめ、
とうやなども栽培されています。
　ビタミンＣが豊富で、熱に強く
茹でても半分以上が残る貴重な野
菜です。体内の酸化を防ぐ、アル
カリ性食品なので、肉や魚の付け
合せにも最高の食材です。
（道の駅十文字・ジュニア野菜ソムリエ・樋渡 直さん）

エアロビクス・パル
エアロビクスサークル（十文字）

2

1

 

ますだ保育園・栄養士主任
　佐々木リサ子さん
　野菜のうまみで薄味でも美味しく、
旬の野菜をたっぷり食べられるスープ
です。今回の食材で一番ボリュームの
あるジャガイモは、カリウムが多く含
まれ体の塩分を排せつし、血圧の上昇
を防ぐ働きがあります。ビタミンＣも
豊富なので風邪の予防にもなります。

　エアロビクスは、軽快な音楽にあわせて体を動
かす有酸素運動が特徴で、年齢や性別に関係なく
幅広い方々に人気のあるエクスサイズです。
　『エアロビクス・パル』は、エアロビクスに興
味のあった仲間が集まり平成８年に発足。会員15
人が所属し、毎週木曜日の午前10時から約１時間、
インストラクターの指導のもと、十文字文化セン
ターで教室を行っています。
　「エアロビクスを始めてから、体が軽くなりま
した。みんなと一緒に汗をかくのはとても気持ち
がよく、気分が爽快になります」と笑顔で話す会
員の皆さん。
　代表の高橋さんは「〝健康維持〟を目標に世代
を問わず、楽しく活動しています。自分の体力に
合わせた運動ができるので、初心者の方でも充分
に楽しめます。興味のある方は、一度遊びに来て
ください」と話してくれました。
◆問合せ　十文字生涯学習センター　42-2067

野菜たっぷりミネストローネ

　今月の食材　　　 『ジャガイモ』

輪

 

齋藤　奈美江さん
さいとう　なみえ(30歳・横手）

山口県

萩市

ひ
ろ
ゆ
きた

く
み

れ
い

山口県

萩市

■面積　698.79k㎡
■人口　54,284人
■世帯　24,269世帯

山口県
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笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい笑顔がいっぱい

　
　

横
手
市
地
域
支
え
あ
い
ネ
ッ

　
　

ト
ワ
ー
ク
市
民
集
会

◆
日
時
／
10
月
９
日（
日)

午
後
１
時

　

〜
４
時
30
分

◆
場
所
／
増
田
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

◆
内
容
／【
第
Ⅰ
部
】地
域
で
支
え
あ

　

う
仕
組
み
を
考
え
る
（
支
え
あ
い

　

実
践
発
表
・
市
民
後
見
人
制
度
に

　

つ
い
て
）【
第
Ⅱ
部
】『「
つ
な
が
る

　

地
域
社
会
」を
め
ざ
し
て
』を
テ
ー

　

マ
に
、
公
益
財
団
法
人
さ
わ
や
か

　

福
祉
財
団
の
堀
田
力
理
事
長
と
五

　

十
嵐
市
長
が
対
談

◆
入
場
料
／
無
料
※
申
し
込
み
不
要

◆
問
合
せ
／
市
健
康
福
祉
部
東
部
地

　

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　

３
５
‐
２
１
６
０

　
　
『
未
来
農
業
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
』

　
　

育
成
研
修
生
募
集

　

県
農
業
試
験
場
や
果
樹
試
験
場
な
ど

で
農
業
技
術
を
習
得
し
、就
農
に
生
か

そ
う
と
す
る
研
修
生
を
募
集
し
ま
す
。

◆
研
修
期
間
／
約
２
年
間
（
平
成
24

　

年
４
月
〜
26
年
２
月
）

◆
募
集
定
員
／
全
県
で
24
人

◆
応
募
条
件
／
①
研
修
終
了
後
就
農

　

予
定
で
40
歳
未
満
の
方
②
学
校
長

　

ま
た
は
農
協
組
合
長
か
ら
推
薦
が

　

得
ら
れ
る
方

◆
応
募
期
限
／
10
月
14
日（
金
）

◆
助
成
／
研
修
奨
励
金
あ
り

◆
問
合
せ
／
市
産
業
経
済
部
農
業
政

　

策
課　

３
２
‐
２
１
１
２

　
　

前
進
座
公
演

　
　
『
く
ず
〜
い
屑
屋
で
ご
ざ
い
』

　

江
戸
の
暮
ら
し
に
『
エ
コ
』
を
学

ぶ
楽
し
い
お
芝
居
で
す
。

◆
日
時
／
10
月
13
日(

木)

午
後
７
時

　

開
演

◆
場
所
／
横
手
市
民
会
館

◆
入
場
料
／
一
般
２
，０
０
０
円
、４

　

歳
以
上
高
校
生
以
下
１
，０
０
０
円

　
（
全
席
自
由
・
当
日
５
０
０
円
増
）

◆
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
／
か
ま
く
ら
館
、

　

横
手
市
民
会
館
な
ど

◆
問
合
せ
／
横
手
市
民
会
館

　
　

３
２
‐
３
１
３
６

　
　

女
性
セ
ン
タ
ー
主
催
各
種
講

　
　

座
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

【
横
手
産
の
宝(

食
材)

を
楽
し
も
う
】

　

聞
い
て
、
見
て
、
食
し
て
、
地
産

地
消
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
10
月
24
日（
月
）午
後
７
時

　

〜
８
時
30
分

◆
定
員
／
高
校
生
以
上
男
女
30
人

　

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

◆
参
加
費
／
５
０
０
円(

食
材
代
）

◆
申
込
期
間
／
10
月
３
日（
月)

午
前

　

９
時
〜
14
日(

金)

午
後
５
時

【
パ
ソ
コ
ン
教
室
・
ワ
ー
ド
ア
ー
ト
講
座
】

◆
日
時
／
10
月
27
日（
木
）午
前
９
時

　

30
分
〜
午
後
３
時
30
分

◆
定
員
／
一
般
男
女
先
着
10
人

◆
受
講
料
／
後
日
通
知

◆
申
込
開
始
／
10
月
６
日（
木)

午
前
９
時

【
共
通
事
項
】

◆
場
所
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
託
児
／
あ
り
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
女
性
セ
ン
タ
ー

　
　

３
３
‐
３
９
９
５

　
　

楽
し
い
ク
ラ
シ
ッ
ク

　
　

〝
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
裏
話
〞

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
の
歴
史
や
用
語

を
学
び
、名
曲
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
す
。

◆
日
時
／
10
月
20
日（
木
）・
27
日(

木)

　

午
後
６
時
30
分
〜
８
時

◆
場
所
／
横
手
中
央
公
民
館

◆
定
員
／
15
人

◆
申
込
開
始
／
10
月
５
日（
水)

午
前
９
時

◆
託
児
／
あ
り
※
要
予
約

◆
申
込
み
／
横
手
中
央
公
民
館

　
　

３
２
‐
３
１
３
７

　
　

夜
景
を
見
な
が
ら
横
手
城
で

　
　

お
月
見
し
ま
せ
ん
か

　

来
館
者
に
は
記
念
品
を
進
呈
。

◆
日
時
／
10
月
９
日(

日)
午
前
９
時

　

〜
午
後
８
時
※
開
館
時
間
延
長

◆
場
所
／
横
手
城
展
望
台

◆
入
場
料
／
無
料

◆
問
合
せ
／
横
手
城
展
望
台

　
　

３
２
‐
１
０
９
６

　
　

ゆ
っ
ぷ
る
主
催

　
　

〝
秋
の
自
然
散
策
会
〞

◆
日
時
／
10
月
16
日(

日)

午
前
９
時

　

ゆ
っ
ぷ
る
駐
車
場
集
合
※
少
雨
決
行

◆
コ
ー
ス
／
増
田
・
天
下
森
周
辺

◆
参
加
費
／
２
，
０
０
０
円（
昼
食
、

　

入
浴
付
。飲
み
物
は
各
自
持
参
）

◆
定
員
／
30
人

◆
申
込
期
限
／
10
月
８
日(

土)

◆
申
込
み
／
ゆ
っ
ぷ
る

　
　

２
５
‐
３
８
０
１

　
　

水
中
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
体
験
し

　
　

て
み
ま
せ
ん
か

◆
日
時
／
10
月
15
日(

土)

・
22
日(

土)

　

午
前
11
時
〜
正
午

◆
場
所
／
え
が
お
の
丘

◆
参
加
費
／
１
回
５
０
０
円
（
温
泉

　

入
浴
付
き
）

◆
定
員
／
20
人
※
ど
な
た
で
も
参
加
可

◆
申
込
期
限
／
10
月
14
日(

金)

◆
申
込
み
／
え
が
お
の
丘

　
　

２
２
‐
２
２
２
１

　
　
『
ふ
る
さ
と
再
発
見
』

　
　

て
く
て
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

◆
日
時
／
10
月
15
日(

土)

午
前
８
時

　

30
分
受
付

◆
集
合
場
所
／
赤
坂
総
合
公
園
駐
車
場

◆
コ
ー
ス
／
旭
地
区
特
設
コ
ー
ス

◆
参
加
費
／
無
料

◆
対
象
／
市
内
在
住
小
学
生
以
上

　

※
４
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

◆
申
込
期
限
／
10
月
11
日(

火)
◆
申
込
み
／
横
手
体
育
館

　
　

３
３
‐
２
１
０
２

information
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催　
し

講　
座

 

　
　

６
日
間
集
中『
ワ
ー
ド
・
就
職

　
　

支
援
講
習
』

◆
日
時
／
10
月
11
日（
火
）〜
18
日(

火)

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
※
土
日
休
み

◆
場
所
／
㈱
し
す
て
む
工
房（
外
目
）

◆
申
込
み
／
横
手
市
雇
用
創
出
協
議

　

会
事
務
局（
市
商
工
労
働
課
内
）　

　
　

３
３
‐
３
８
９
９

　
　

木
の
実
と
ス
パ
イ
ス
の
ク
ラ

　
　

フ
ト
教
室
（
全
10
回
）　

◆
日
時
／
11
月
６
日(

日)

〜
平
成
24

　

年
３
月
18
日(

日)

の
第
１
・
３
日

　

曜
日
。
た
だ
し
、
１
月
は
第
２
・

　

４
日
曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午

◆
場
所
／
サ
ン
サ
ン
横
手

◆
受
講
料
／
無
料
※
材
料
費
は
１
回

　

に
つ
き
１
，
０
０
０
円
前
後

◆
定
員
／
20
人

◆
申
込
期
限
／
10
月
16
日(

日)

◆
申
込
み
／
サ
ン
サ
ン
横
手

　
　

３
３
‐
８
０
３
３

　
　

県
営
住
宅
入
居
者
募
集
中

　
　
　
　
　
　
　
　

◆
募
集
住
宅
／
県
営
朝
日
が
丘
住
宅

　
（
横
手
市
朝
日
が
丘
三
丁
目
）１
戸

◆
募
集
期
間
／
10
月
３
日（
月
）〜
14

　

日（
金
）

◆
問
合
せ
／
県
平
鹿
地
域
振
興
局
建

　

設
部
建
築
課　

３
２
‐
６
２
０
６

　
　

あ
な
た
の
講
座
を
開
い
て
み

　
　

ま
せ
ん
か　

　

自
分
の
知
識
や
ス
キ
ル
、
経
験
を

生
か
し
て
講
師
と
な
っ
て
い
た
だ
け

る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
・
在
勤
の

　

55
歳
以
上
の
方

◆
募
集
人
数
／
３
人

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同

　

参
画
セ
ン
タ
ー　

３
３
‐
７
０
１
８

　
　

日
本
語
サ
ポ
ー
タ
ー
研
修
会

　
　

（
全
３
回
）　

　

こ
れ
か
ら
日
本
語
指
導
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
を
さ
れ
る
方
が
対
象
で
す
。

◆
日
時
／
10
月
15
日(

土)

・22
日(

土)

・

　

29
日(

土)

、
午
後
０
時
30
分
〜
４

　

時
30
分

◆
場
所
／
秋
田
県
南
部
男
女
共
同
参

　

画
セ
ン
タ
ー

◆
受
講
料
／
３
０
０
円

◆
定
員
／
30
人

◆
申
込
み
／(

財)

秋
田
県
国
際
交
流
協

　

会　

０
１
８
‐
８
９
３
‐
５
４
９
９

　
　

全
国
一
斉
司
法
書
士
無
料
法

　
　

律
相
談

　

土
地
建
物
の
贈
与
・
相
続
・
売
買
、

多
重
債
務
の
問
題
、会
社
の
設
立
・
役

員
変
更
な
ど
に
関
す
る
相
談
会
で
す
。

◆
日
時
／
10
月
15
日（
土
）午
前
10
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
松
與
会
館

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
司
法
書
士
会

　
　

０
１
８
‐
８
２
４
‐
０
１
８
７

　
　

行
政
書
士
会
横
手
支
部
主
催

　
　

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

法
人
の
設
立
、
農
地
転
用
、
各
種

許
認
可
申
請
、
相
続
や
遺
言
に
関
す

る
手
続
き
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

◆
日
時
／
10
月
15
日(

土)

午
前
11
時

　

〜
午
後
３
時

◆
場
所
／
イ
オ
ン
横
手
店
（
旧
横
手

　

サ
テ
ィ
）

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
行
政
書
士
会
横

　

手
支
部　

３
３
‐
５
１
７
１

　
　

福
祉
・
介
護
分
野
人
材
キ
ャ

　
　

リ
ア
ア
ッ
プ
研
修
会

　

介
護
福
祉
士
や
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
再
就
労
の
た
め
の
研
修
会
で
す
。

◆
日
時
／
10
月
29
日(

土)

・30
日(

日)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

◆
場
所
／
県
立
衛
生
看
護
学
院

◆
受
講
料
／
無
料

◆
定
員
／
40
人

◆
申
込
期
限
／
10
月
15
日(

土)

◆
問
合
せ
／
秋
田
県
介
護
福
祉
士
会

　

研
修
担
当
・
平
塚
さ
ん

　
　

０
９
０
‐
２
２
７
２
‐
５
０
０
２

　
　

家
族
で
楽
し
む『
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　

サ
ッ
カ
ー
交
流
大
会
』

◆
日
時
／
10
月
16
日(

日)

①
午
前
９

　

時
30
分
受
付
、
②
午
後
１
時
受
付

◆
場
所
／
横
手
体
育
館

◆
参
加
費
／
１
家
族
５
０
０
円
※
保

　

険
料
等

◆
対
象
／
①
２
歳
〜
年
長
児
と
そ
の

　

家
族
、
②
小
学
校
１
〜
３
年
生
と

　

そ
の
家
族

◆
定
員
／
①
②
そ
れ
ぞ
れ
先
着
30
組

◆
申
込
期
限
／
10
月
12
日(

水)

◆
申
込
み
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
こ
て
ス

　

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

３
３
‐
２
１
０
２

　
　

二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が

　
　

無
料
に
な
り
ま
す

　

10
月
か
ら
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
二
輪
車
の
廃

棄
に
か
か
る
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
が
無

料
に
な
り
ま
す
。
対
象
車
両
・
引
取

基
準
を
確
認
の
上
、
運
輸
局
等
で
廃

車
手
続
き
を
行
い
、
お
近
く
の
二
輪

車
販
売
店
等
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
車
両
／
二
輪
車
製
造
メ
ー
カ

　

ー
等
16
社
が
製
造
ま
た
は
輸
入
し
、

　

国
内
で
販
売
し
た
オ
ー
ト
バ
イ

◆
引
取
基
準
／
ハ
ン
ド
ル
、車
体
、ガ

　

ソ
リ
ン
タ
ン
ク
、エ
ン
ジ
ン
、前
後

　

車
輪
が
一
体
と
な
っ
て
い
る
状
態

◆
問
合
せ
／
二
輪
車
リ
サ
イ
ク
ル
コ

　

ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

０
３
‐
３
５
９
８
‐
８
０
７
５

 

催　
し

講　
座

募　
集

情報～information～

お知らせのページ

催　
し

講　
座

募　
集

募　
集

相　
談

相　
談

お
知

ら
せ

催　
し

　バスケットボール女子日本代表の大神雄子選手など、世界で
活躍するトップ選手のプレーをぜひご観戦ください。
◆日時／10月22日(土)午前８時30分開場 ◆場所／増田体育館
◆日程／午前９時～前座試合（ミニバスケットボール）、午後１
　時30分～セレモニー、午後２時～Ｗリーグ試合（ＪＸサンフ
　ラワーズ VSアイシンＡＷウィングス）
◆入場料／一般・大学生2,000円、中学・高校生1,200円、小学
　生700円※当日券は一般・大学生500円、中学・高校生400円、
　小学生300円増
◆チケット販売／増田体育館、横手体育館ほか　
◆問合せ／増田体育館　45-3660

第13回Ｗリーグ in Yokote-Masuda大会 女子
バスケ 催　

し

講　
座

募　
集

講　
座

講　
座

つ
と
む

お
知

ら
せ
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地域からのお知らせ 情報～information～

　
『星の観望会』～秋の星座を楽しもう～
●日時／10月15日(土)午後７時～９時（雨天・曇天は中止）
●場所／秋田ふるさと村第四駐車場 ●参加費／無料 ●
問合せ／横手星の会 武市さん 　33-3997
　
『城南銀杏同窓会・横手支部会総会』
●日時／10月16日(日)午前10時～午後２時30分 ●場所／
よこてシャイニーパレス ●参加費／2,500円 ●申込期限
／10月８日（土） ●申込み／藤井さん 　32-1688
　 
自然を愛する皆さんの集い　
●日時／10月16日(日)午後１時～ ●場所／煉瓦屋(寿町) 
●内容／泉谷虚舟歌集『虹のメルヘン』の世界他 ●参加費
／800円（ケーキ付）※要予約 ●問合せ／煉瓦屋 　33-2811
　 
『第21回横手マンドリンクラブ定期演奏会』
●日時／10月16日(日)午後２時開演　●場所／横手市民
会館 ●予定曲／80日間世界一周、第二ギリシャ狂詩曲他
●入場料／500円 ●問合せ／皆川さん 　32-9438
　 
再生可能エネルギー施設見学会
●日時／10月23日（日）午前８時～午後５時30分　●視察
場所／秋田スギバイオマスエネルギーセンター、クリオン
●集合場所／Ｙ2(わいわい）ぷらざ駐車場（横手駅前）  ●
定員／先着25人 ●参加費／2,000円※わらび座の観劇希
望者は別途3,675円 ●申込み／あきたエコマイスター県
南協議会・横手ＥＭ推進会 照井さん 　090-4314-3284
　
初心者対象『オカリナレッスン』
●開催日／毎月２回日曜日 ●場所／サンサン横手 ●対象
／小学生～大人 ●問合せ／日高見さん 　090-4918-4674
　 

 
南部シルバーエリア　各種イベント案内
【かなもじ展（嶋田淑氏作・東京書衆会会員）】入場無料
●期間／10月５日(水)～23日(日)、午前９時～午後５時
【料理教室】野菜入りスイーツ
●日時／10月23日(日)午前９時50分～ ●参加費／1,000
円（材料費・保険料込） ●定員／20人 ●持ち物／エプロン 、
筆記用具  ●申込開始／10月４日(火)  ●申込み／南部
シルバーエリア   26-3880
　　
秋田県南部男女共同参画センターまつり
　横手YOSAKOIキッズのオープニング演舞に、各団体のス
テージ演奏やパネル展示、バザー、お茶席など楽しいイ
ベントいっぱいでお待ちしています。
●日時／10月８日(土)午前10時～午後２時 ●場所・問合
せ／秋田県南部男女共同参画センター 　33-7018
　
ハーモニーフェスタ2011
　男女共同参画の理解と関心を深めるため、『あなたの活
躍が地域を変える』と題してフォーラムや活動団体によ
る演奏、寸劇、パネル展などを行います。
●日時／10月22日(土)午前10時～午後３時 ●場所／Ｙ2
(わいわい）ぷらざ（横手駅前）　●問合せ／秋田県南部男
女共同参画センター 　33-7018
　
『第41回秋田県ばら連合会 親善ばら展』
●期間／10月８日（土）午前10時～９日（日）午後３時　●
場所／かんぽの宿横手 ●入場料／無料 ●問合せ／横手
ばら会 藤本さん 　32-6177
　
ディンプルアート『ガラスの塗り絵教室』
●日時／10月８日(土)①午前９時30分～、②午後１時～
●場所／Ｙ2(わいわい）ぷらざ（横手駅前）　●参加費／
2,000円～（材料費・飲み物） ●問合せ／一戸さん 　25-3560
　
『第７回横手オールドカーフェスティバル』
　オーナー自慢の車を、是非ご覧ください。フリーマー
ケットや餅まきなどイベントも盛りだくさんです。
●日時／10月９日(日)午前10時～午後２時 ●場所／赤坂
総合運動公園・東駐車場 ●入場料／無料 ●問合せ／事務
局 エル・パワー 太田さん 　32-7502
※参加車、フリーマーケット出店希望者は、当日午前７
時から本部で受け付けを開始します。車１台2,000円、フ
リーマーケット１店2,000円の費用が必要となります 。
　
横手愛宕ライオンズクラブ『設立25周年記念式典講演会』
●日時／10月10日（月・祝日）午後１時開演 ●場所／横手
市民会館　●演題／『がんばらない』けど『あきらめない』
～命を支えるということ～ ●講師／医師・作家、鎌田實氏
●入場料／無料 ●問合せ／事務局 高橋さん 　32-4455
　　

idobata  plazaidobata  plaza
いどばたプラザ

い ち の へ

 

　安全、安心な地元農産物の販売や『芋の子汁』の無料配布
を行います。
◆日　時／10月15日(土)午前９時～正午
◆場　所／Ｙ2（わいわい）ぷらざ（横手駅前）
◆問合せ／横手「四季の市」実行委員会 中村さん 　32-1196

横手『四季の市』 ～実りの秋が大集合～横手『四季の市』 ～実りの秋が大集合～

   

【よこてイーストまつり】入場無料
　地元のパフォーマーの皆さんによるステージ発表や物産
の販売を行います。８日は桜田まことミニライブやネイガ
ーショー、９日は秋田の竿灯もやって来ます。
◆期　間／10月８日（土）～10日（月・祝日）、午前10時～午後４時
◆場　所／よこてイースト（横手駅前）
【青空Ｙ2（わいわい）ゲーム『ジャンボオセロ』】参加無料
◆日　時／10月15日（土）午前10時～午後１時
◆場　所／よこてイースト（横手駅前）
◆問合せ／よこてイースト管理事務所 　38-8851

よこてイーストＹ２（わいわい）プロジェクト よこてイーストＹ２（わいわい）プロジェクト 
 

種類受付時間

10：00～16：00

９：30～11：00

12：20～12：50
10：00～10：30
12：00～14：00
14：45～16：00
10：00～11：00

12：30～16：00
10：00～11：30
13：00～14：00
15：00～16：00

実　施　場　所

よねやハッピータウン
（骨髄バンク登録会同時開催）

マックスバリュ新雄物川店

電研産業㈱秋田工場

ツルタック

㈱ユアテック横手営業所

横手興生病院

ＪＡ秋田ふるさと駅前本店

平鹿総合病院

山内生涯学習センター

特別養護老人ホーム鶴寿苑

県平鹿地域振興局庁舎

全血

献血日程
月日・地域

10月２日(日)
横　手

10月５日(水)
雄物川

10月７日(金)
横　手

10月13日(木)
横　手

10月19日(水)
山内・横手

◆骨髄バンク問合せ／横手保健所　32-4005

しゅく

広告広告
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読
者
の
声
『
た
よ
り
』
は
、
読
者
の

皆
さ
ん
の
ペ
ー
ジ
で
す
。
市
へ
の
意
見

や
市
報
の
感
想
な
ど
を
、
は
が
き
や
封

書
、
フ
ァ
ク
ス
で
左
記
の
あ
て
先
ま
で

お
送
り
く
だ
さ
い
。
お
た
よ
り
に
は
、

必
ず
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
連
絡
先
を

ご
記
入
く
だ
さ
い
。
（
市
報
に
掲
載
す

る
場
合
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
か
イ
ニ
シ
ャ
ル

を
希
望
す
る
方
は
、
氏
名
の
後
に
記
入

し
て
く
だ
さ
い
）

「
た
よ
り
」の
あ
て
先

〒
０
１
３
‐
８
６
０
１

横
手
市
条
里
一
丁
目
１
番
64
号

横
手
市
役
所
市
長
公
室　

広
報
広
聴
担

当
あ
て　
　

３
３
‐
６
０
６
１

（「
た
よ
り
」と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

･･････････････････････････････････････

※
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
は
、
記
載
内
容
の

　

確
認
お
よ
び
商
品
の
発
送
の
目
的
に
使
用
し
、
こ

　

の
目
的
以
外
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

お
た
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す

日本国秋田県横手市

1010
（8/16～9/15日到着分）

（8/16～9/15日到着分）

１１
20112011

ふれあい 語り合いふれあい 語り合い

読
者
同
士
の
交
流
や
情
報

交
換
に
、
い
ろ
い
ろ
な
声

を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

た
よ
り収穫を控えたりんごの葉とり作業（増田・亀田地区）

収穫を控えたりんごの葉とり作業（増田・亀田地区）

読者の声

広告広告

 　

秋
田
ふ
る
さ
と
村
の
秋
田
県
立
近

代
美
術
館
で
『
藤
城
清
治
の
世
界

展
』
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
光
と

影
の
す
ば
ら
し
い
作
品
、
か
ま
く
ら
、

県
指
定
有
形
文
化
財
『
旧
日
新
館
』

横
手
城
の
ス
ケ
ッ
チ
と
、
心
に
や
す

ら
ぎ
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
来
場
で
先
生
を
喜
ば
せ

た
い
も
の
で
す
。

（
Ｆ
・
Ｙ
さ
ん･

63
歳
・
横
手
）

　

小
１
と
小
３
の
孫
娘
た
ち
が
「
夏

休
み
の
宿
題
に
押
し
花
で
フ
ォ
ト
フ

レ
ー
ム
の
ミ
ニ
額
と
コ
ー
ス
タ
ー
を

作
り
た
い
の
で
手
伝
っ
て
」
と
言
う

の
で
、
一
緒
に
作
業
し
ま
し
た
。
デ

ザ
イ
ン
も
手
際
よ
く
決
め
、
し
お
り

も
追
加
で
作
成
。
に
ぎ
や
か
に
お
し

ゃ
べ
り
し
な
が
ら
、
一
枚
で
き
あ
が

る
ご
と
に
「
き
れ
い
！
」
「
ヤ
ッ
タ

ー
！
」
を
連
発
。
汗
を
流
し
な
が
ら

喜
ん
で
く
れ
、
孫
た
ち
と
充
実
し
た

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

（
ね
っ
こ
ち
ゃ
ん
さ
ん･

63
歳
・
十
文
字
）

　

わ
が
家
の
緑
の
カ
ー
テ
ン
の
朝
顔

は
、
日
差
し
が
強
い
た
め
、
朝
夕
、

水
や
り
し
て
も
、
葉
っ
ぱ
と
ツ
ル
が

カ
ラ
カ
ラ
状
態
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
朝
顔
に
カ
ー
テ
ン
が
欲
し
い

ぐ
ら
い
で
し
た
…
お
盆
過
ぎ
に
は
暑

さ
が
や
わ
ら
ぎ
、
つ
ぼ
み
も
た
く
さ

ん
出
来
て
、
花
が
た
く
さ
ん
咲
い
て

い
ま
す
。
よ
か
っ
た
で
す
！

（
金
沢
の
Ａ
・
Ａ
さ
ん
・
50
歳
・
横
手
）

　

も
う
『
秋
』
で
す
ね
。
と
い
っ
て

も
ま
だ
ま
だ
横
手
は
暑
い
日
が
続
い

て
い
ま
す
ね
…
今
年
も
横
手
産
の
ス

イ
カ
を
お
腹
い
っ
ぱ
い
お
い
し
く
い

た
だ
き
ま
し
た
。
次
は
、
り
ん
ご
・

ぶ
ど
う
・
な
し
…
横
手
産
の
果
物
、

大
好
き
で
す
！（

ロ
ー
ズ
さ
ん･

横
手
）

　

ご
み
収
集
日
に
、
収
集
さ
れ
な
い

袋
が
増
え
ま
し
た
。
分
別
さ
れ
て
い

な
い
も
の
が
多
い
よ
う
で
す
。
以
前

は
分
別
が
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
も
収
集

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
厳
し

く
な
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
収
集
さ
れ
な
か
っ
た
ご
み
袋
を

持
ち
帰
ら
な
い
人
が
多
く
困
っ
て
ま

す
。
せ
め
て
、
持
っ
て
帰
り
ま
し
ょ

う
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
、
ご
み
の
分

別
に
気
を
つ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
ネ
コ
マ
マ
さ
ん･

50
歳･

横
手
）

　

去
年
の
６
月
に
父
が
他
界
し
、
外

出
す
る
の
も
精
神
的
に
苦
痛
に
な
る

ほ
ど
落
ち
込
ん
だ
日
々
を
、
母
と
２

人
で
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
６

月
に
一
周
忌
を
終
え
、
よ
う
や
く
少

し
ず
つ
で
す
が
、
元
気
を
取
り
戻
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
元
気
に

過
ご
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
小
野
か
つ
み
さ
ん･

40
歳
・
十
文
字
）

　

家
の
周
り
に
生
え
て
い
る
ミ
ズ
の

実
（
ぼ
ん
ぼ
り
）
を
漬
け
物
に
し
て
、

一
足
早
く
秋
を
堪
能
し
ま
し
た
。
ネ

バ
ネ
バ
し
て
食
感
も
よ
く
、
幸
福
を

感
じ
た
食
卓
で
し
た
。

（
岩
ち
ゃ
ん
さ
ん
・
十
文
字
）

　

横
手
の
観
光
案
内
人
を
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。
先
月
、
山
形
県
か
ら
、

各
県
の
歴
史
跡
を
巡
り
、
勉
強
し
て

い
る
と
い
う
40
人
の
お
客
さ
ま
を
お

迎
え
し
ま
し
た
。
清
衡
ゆ
か
り
の
金

沢
神
社
か
ら
平
安
の
風
わ
た
る
公
園
、

後
三
年
合
戦
が
あ
っ
た
と
言
わ
れ
る

場
所
を
説
明
し
て
、
最
後
に
「
横
手

は
歴
史
跡
が
ど
こ
も
整
備
さ
れ
て
い

て
気
持
ち
が
い
い
」
と
口
々
に
言
わ

れ
ま
し
た
。
郷
里
を
誉
め
ら
れ
る
の

は
嬉
し
い
こ
と
で
す
ね
。

（
Ｔ
・
Ｙ
さ
ん･

71
歳
・
横
手
）

　

趣
味
で
家
庭
菜
園
を
始
め
て
５
年

目
に
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
手
入
れ

に
苦
労
し
ま
し
た
が
、
今
で
は
食
べ

き
れ
な
い
ほ
ど
収
穫
で
き
ま
す
。
こ

の
野
菜
作
り
で
、
私
は
我
慢
強
さ
を

学
び
ま
し
た
。
天
候
に
左
右
さ
れ
な

が
ら
も
我
慢
強
く
、
工
夫
す
る
こ
と

で
乗
り
越
え
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

人
生
に
お
い
て
も
同
じ
こ
と
が
言
え

る
と
思
い
ま
す

（
栗
原
研
さ
ん
・
20
歳
・
大
森
）

　

道
の
駅
十
文
字
に
出
張
イ
ベ
ン
ト

に
来
て
く
だ
さ
っ
た
グ
ル
ー
プ
の
皆

さ
ま
、
お
祭
り
を
盛
り
上
げ
て
く
だ

さ
り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

中
国
楽
器
の
『
二
弧
』
の
演
奏
、
と

て
も
ス
テ
キ
で
し
た
。
ま
た
、
疲
れ

て
い
た
の
で
、
体
操
も
助
か
り
ま
し

た
。
久
し
ぶ
り
に
声
に
出
し
て
歌
う

こ
と
も
で
き
、
本
当
に
楽
し
い
ひ
と

と
き
で
し
た
。

(

Ｓ
・
Ｓ
さ
ん･

十
文
字)

　

大
曲
の
花
火
は
、
年
に
一
回
、
親

子
で
楽
し
み
に
し
て
い
る
わ
が
家
の

大
事
な
行
事
の
ひ
と
つ
で
す
。
大
曲

ま
で
は
行
け
な
い
の
で
、
近
く
の
公

園
の
高
台
へ
弁
当
持
参
で
行
き
ま
す
。

今
年
も
ゆ
っ
く
り
見
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ド
ー
ン
と
上
が
る
た

び
に
、
娘
は
歓
声
を
あ
げ
、
私
は
、

今
年
も
健
康
で
花
火
を
見
ら
れ
た
こ

と
へ
の
感
謝
、
弁
当
を
食
べ
ら
れ
た

こ
と
へ
の
幸
せ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

来
年
も
ま
た
き
っ
と
こ
こ
で
見
よ
う

ね
と
幸
せ
な
夜
で
し
た
。
私
た
ち
の

夏
は
、
花
火
を
見
て
別
れ
を
告
げ
ま

す
。
家
路
に
つ
く
そ
れ
ぞ
れ
の
心
中

は
、
幸
せ
い
っ
ぱ
い
だ
っ
た
平
成
23

年
の
花
火
の
夜
で
し
た
。

(

遠
藤
さ
ん･

67
歳･

平
鹿)

　　

お
盆
の
頃
、
孫
娘
が
帰
る
な
り
、

「
ば
あ
ち
ゃ
ん
！
バ
バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス

売
っ
て
ら
人
、
バ
バ
ァ
ん
で
ね
け
」

と
言
う
の
で
す
。
一
瞬
、
ド
キ
ッ
！

と
し
ま
し
た
。
ど
う
や
ら
、
若
い
娘

さ
ん
が
売
っ
て
い
た
そ
う
で
、
字
の

ご
と
く
『
バ
バ
ヘ
ラ
』
は
、
ば
あ
ち

ゃ
ん
だ
け
が
売
っ
て
い
る
も
の
だ
と

思
っ
て
い
た
よ
う
な
の
で
す
。
返
答

に
困
り
、
「
ば
あ
ち
ゃ
ん
、
バ
バ
ヘ

ラ
あ
ん
ま
り
売
れ
て
、
く
た
び
れ
こ

お
こ
し
た
べ
」
と
言
っ
た
ら
、
納
得

し
た
よ
う
で
し
た
。
大
曲
の
花
火
で

は
、
「
バ
バ
ヘ
ラ
」
な
ら
ぬ
「
ジ
ジ

ヘ
ラ
」
が
い
た
そ
う
で
、
こ
れ
に
は

私
も
お
手
上
げ
で
し
た
。

(

ジ
ジ
ヘ
ラ
さ
ん･

63
歳･

雄
物
川)

　

日
本
各
地
で
、
大
雨
に
よ
る
土
砂

崩
れ
や
そ
れ
に
伴
う
土
砂
ダ
ム
（
せ

き
止
め
湖
）
な
ど
が
発
生
し
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
私
の
住
ん
で
い
る
地

域
で
も
土
砂
崩
れ
が
起
き
な
い
か
心

配
な
場
所
が
あ
り
、
不
安
を
感
じ
て

い
ま
す
。

(

匿
名
さ
ん
）

　　

市
で
は
、
土
砂
災
害
危
険
個
所
の

情
報
把
握
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
ご
心
配
な
個
所
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、
市
か
ら
問
い
合
わ
せ
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
連
絡
先

と
一
緒
に
情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
危
険
個
所
に
指
定
さ
れ
て

い
な
い
場
所
で
あ
っ
て
も
、
地
震
や

大
雨
な
ど
の
と
き
は
、
斜
面
に
近
づ

か
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

（
危
機
管
理
室
よ
り
）

第７回『よこいち。』開催
　宝くじの助成金で実施している『よこ
いち。』今月もよこてイーストにて、イ
ベント盛りだくさんで行います。『横手
黒毛和牛コンテスト』も同時開催。
　ぜひ皆さんでお出かけください。

◆日時／10月16日（日）午前10時～午後４時
◆場所／よこてイースト（横手駅前）
◆内容／『地方をつなぐソーシャルメディア』をテ
　　　　 ーマに樋渡啓祐氏(佐賀県武雄市長・日本
　　　　 Twitter＆Facebook学会会長)らによる講演
　　　　 とパネルディスカッション(午前10時～午   
         後４時)、『山作戰』の無料音楽ライブ(正  
         午～午後１時)、すし処さいしょ(東京都)
　　　　 のおいしいお寿司ランチ販売(1,000円～・
　　　　 100食限定。事前予約可)、産直市・屋台など
◆問合せ／市総務企画部経営企画課  35-2164

本格そば焼酎『蔵蛍』

発行号「10月１日号」、郵便番号、住所、氏名、年齢を明記の上、必
ず「たより」の文面を添えてお送りください。当選者の発表は商品
の発送をもって代えさせていただきます。
プレゼント応募の締め切り　10月25日（当日消印有効）

応
募
方
法

お便りを送って
 横手の逸品 を
ゲットしよう！
〝　　　　　〟

今月の読者
　プレゼント

　増田産〝そばの実〟を100％使い、
そば焼酎特有のまろやかな飲み口
と独特の風味が味わえる『蔵蛍』
が、装いも新たに生まれ変わりま
した。増田の蔵が描かれたレトロ
ラベルを身にまとい、従来の若年
（25度）に加え、３年かめ貯蔵され
た熟年（30度）も登場。これからの
季節、そば湯割りでさらに深い味わいが楽しめる本格
そば焼酎『蔵蛍』25度、30度（各720ml）のいずれかを
それぞれ２本、あわせて４名様にプレゼントします。
【提供】上畑温泉さわらび 　55-5050
※上畑温泉さわらび、蔵の駅などで販売しています。
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宮本 ミエ子さん（54歳・平鹿）
みやもと　みえこ
昭和32年、山形県村山市生まれ。平成９年に押し花
インストラクターの資格を取得し、同年から自宅な
どで押し花教室を開く。翌10年頃より教室の生徒ら
とともに作品の展示会を毎年主催。秋田ふるさと村
体験工房を拠点に、押し花の魅力を広める活動をし
ながら、結婚式の花束の押し花による記念額の製作
スタッフなど、創作者としても活躍している。

草花に 新たな命 を吹き込む
　

林
芙
美
子
の
詩
の
一
節
「
花
の
命
は
短
く
て
苦
し
き
こ
と

の
み
多
か
れ
ど
…
」
に
あ
る
よ
う
に
、
花
の
美
し
さ
は
短
く

は
か
な
い
。
そ
の
美
し
さ
を
長
く
留
め
、
さ
ら
に
は
咲
い
て

い
る
と
き
以
上
の
輝
き
を
与
え
ら
れ
る
『
押
し
花
』
に
感
銘

を
受
け
、
そ
の
普
及
に
心
血
を
注
ぐ
巧
が
い
る
。

　

押
し
花
と
の
出
会
い
は
15
年
ほ
ど
前
。
子
育
て
が
ひ
と
段

落
し
「
何
か
習
い
ご
と
で
も
…
」
と
訪
れ
た
手
芸
店
で
、
額

に
飾
ら
れ
た
押
し
花
に
目
を
奪
わ
れ
た
。
そ
の
美
し
さ
に
心

惹
か
れ
た
宮
本
さ
ん
は
、
湯
沢
市
内
の
手
芸
店
に
約
１
年
間

通
い
詰
め
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
。

　

そ
の
技
法
は
『
乾
燥
マ
ッ
ト
』
を
用
い
て
花
や
葉
な
ど
の

花
材
を
短
時
間
で
乾
燥
さ
せ
、
そ
の
押
し
花
で
描
か
れ
た
絵

を
額
に
仕
上
げ
る
と
い
う
も
の
。
額
に
す
る
際
に
空
気
が
入

ら
な
い
よ
う
に
密
封
す
る
こ
と
で
美
し
さ
を
保
た
せ
る
。

　

こ
の
技
術
を
習
得
し
た
巧
は
、
早
速
、
秋
田
ふ
る
さ
と
村

の
手
作
り
工
房
や
自
宅
で
押
し
花
の
教
室
を
開
い
た
。
教
室

で
は
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
花
に
触
れ
、
花
の
名
前
を
覚
え
て

も
ら
う
こ
と
か
ら
始
め
る
。
花
だ
け
で
な
く
雑
草
や
野
菜
、

果
物
な
ど
も
花
材
と
な
る
こ
と
を
教
え
る
と
、
誰
し
も
最
初

は
驚
く
が
、
こ
れ
が
喜
び
に
変
わ
る
と
い
い
、
「
ト
マ
ト
や

ぶ
ど
う
な
ん
か
本
当
に
綺
麗
で
す
よ
」
と
笑
顔
で
話
す
。

　

技
術
的
に
は
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
て
い
る
が
、
新
た
な
技
法
や

表
現
方
法
が
次
々
に
生
ま
れ
て
く
る
の
が
〝
創
作
〞
の
世
界
。

「
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
や
る
と
楽
し
い
し
、
お
互
い
に
作
品

を
見
せ
た
り
、
教
え
あ
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、
創
作
意
欲
に

欠
か
せ
な
い
発
見
や
刺
激
に
つ
な
が
る
」
と
、
作
品
を
よ
り

多
く
の
人
の
目
に
触
れ
さ
せ
る
こ
と
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

現
在
、
押
し
花
作
品
を
募
集
中（
※
）の
『
た
い
ゆ
う
緑
花

園
』
の
イ
ベ
ン
ト
で
も
、
押
し
花
教
室
の
講
師
を
毎
年
務
め

て
い
る
巧
。
人
の
手
で
摘
ま
れ
た
草
花
に
、
長
く
、
美
し
い

〝
新
た
な
命
〞
を
吹
き
込
め
る
押
し
花
の
魅
力
を
、
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
何
よ
り
の
喜
び
な
の
だ
。

押し花インストラクターVol.70 巧たくみ

広告

殺風景な部屋でも、小さな押し花の額
がひとつあるだけでとても癒される。

〝　　　　〟

※『たいゆう緑花園押し花コンテスト』は、10月14日まで作品を募集中（詳しくは、大雄地域局産業建設課まで）

　横手に来て半年がたち
ました。日々、新たな発
見をしながら、暑い夏を
乗り越え、『収穫の秋』
『食欲の秋』を迎えまし
た！『美味しいもの』が
たくさんある横手にぴっ
たりの季節！皆さんご存
知のとおり、横手では10
月末の種苗交換会まで、
毎週末イベントが開催さ
れています。イベントと
言えば、催しに加えて、出
店の食べ歩きや特産品の
販売なども楽しみですよ
ね。このままだと、『食
欲の秋』だけを堪能して
しまいそうなので、『ス
ポーツの秋』も楽しんで
積極的にカロリー消費に
励みます…。（裕子）

あとがき
広報担当者のつぶやき

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
を
訪
れ
て
の
体
験
記
や
震
災
支
援
の

情
報
を
ご
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
ご
意
見
、

ご
感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

釜
石
市
の
仮
設
住
宅
は
、
３
月
19

日
の
着
工
に
始
ま
り
、
８
月
８
日
に

最
後
の
仮
設
団
地
の
鍵
引
渡
し
を
終

え
、
市
内
65
カ
所
、
３
，
１
６
４
戸

す
べ
て
の
建
設
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
将
来
の
教

育
環
境
に
与
え
る
影
響
を
考
慮
し
て
、

小
中
学
校
の
校
庭
に
は
建
設
せ
ず
、

地
権
者
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、
民

有
地
へ
の
建
設
を
進
め
ま
し
た
。
現

在
は
、
入
居
は
一
段
落
し
た
も
の
の
、

仮
設
住
宅
で
あ
る
が
ゆ
え
の
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
も
多
く
、
今
後
は
こ
れ
ら

の
課
題
へ
の
対
応
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

醸
成
へ
の
配
慮
、
そ
し
て
次
の
ス
テ

ッ
プ
と
な
る
復
興
住
宅
建
設
計
画
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

仮
設
住
宅
建
築
の
現
場
か
ら

小友 光晴さん
釜石市建設部
都市計画課長

映
画
上
映
の
収
益
金
を
、被
災
地
へ

『人のあたたかさ』を感じ、
　　 ますます横手が大好きに

　

東
日
本
大
震
災
前
に
宮
城
県
石
巻

市
を
中
心
に
撮
影
さ
れ
た
映
画
『
エ

ク
レ
ー
ル
・
お
菓
子
放
浪
記
』
が
、

７
月
16
日
に
か
ま
く
ら
館
で
上
映
さ

れ
た
。
戦
争
で
両
親
を
亡
く
し
た
少

年
が
お
菓
子
を
通
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な

人
と
出
会
い
、
戦
後
を
必
死
に
生
き

抜
く
姿
を
描
い
た
物
語
で
、
石
巻
市

民
約
４
０
０
人
が
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し

て
参
加
し
た
。
３
月
10
日
に
東
京

で
行
わ
れ
た
完
成
披
露
会
の
翌
日
、

震
災
は
起
き
、
先
行
上
映
す
る
は

ず
だ
っ
た
宮
城
県
で
も
一
切
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

そ
ん
な
中
、
東
日
本
震
災
支
援

映
画
と
位
置
づ
け
、
収
益
金
の
一

部
を
復
興
支
援
に
役
立
て
よ
う
と

す
る
活
動
が
全
国
に
広
ま
っ
た
。

秋
田
で
も
『
上
映
を
進
め
る
県
民

の
会
』
が
組
織
さ
れ
、
い
ち
早
く

『
横
手
お
や
こ
劇
場（
齊
藤
雅
子
代

表
）』が
同
会
の
運
動
に
参
加
し
た
。

　

齊
藤
代
表
は
「
震
災
以
来
、
何
を

す
れ
ば
い
い
か
、
行
動
で
き
な
い
自

分
が
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
映
画
を

上
映
す
る
こ
と
な
ら
自
分
た
ち
に
も

で
き
る
」
と
、
横
手
で
の
上
映
を
目

指
し
、
22
団
体
の
協
賛
を
得
て
『
横

手
市
上
映
実
行
委
員
会
（
五
十
嵐
友

和
委
員
長
）
』
が
結
成
さ
れ
た
。　

　

上
映
会
を
通
じ
て
得
た
収
益
金
の

一
部
は
、
震
災
復
興
支
援
と
子
ど
も

た
ち
の
更
生
保
護
に
、残
金
は『
石
巻

「
エ
ク
レ
ー
ル
・
お
菓
子
放
浪
記
」

を
応
援
す
る
会
』
に
寄
付
し
た
。　

　

「
自
分
の
思
い
か
ら
始
ま
っ
た
活

動
に
、
多
く
の
方
の
協
力
・
支
援
を

い
た
だ
き
本
当
に
あ
り
が
た
く
、
横

手
の
〝
人
の
あ
た
た
か
さ
〞
を
実
感

で
き
、
ま
す
ま
す
横
手
が
大
好
き
に

な
っ
た
」
と
話
す
齊
藤
代
表
。
こ
れ

か
ら
も
自
分
た
ち
に
で
き
る
活
動
を

見
つ
け
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

力
強
く
決
意
を
語
っ
て
く
れ
た
。

さいとう　まさこ　
映画「エクレール・お菓子放浪記」横手市上
映実行委員会事務局、横手おやこ劇場代表

齊藤　雅子さん（横手）

上映会終了後、涙ぐみながら退場する観覧
者を見送るボランティアの高校生

地震に負けない横手

支え合おう東北
４

横手図書館 ・・・・・・ 10月1～7・12・19日
増田図書館 ・・・・・・ 10月3・11・17日
平鹿図書館 ・・・・・・ 10月3・4・11・18日
雄物川図書館 ・・・・ 10月3・5・12・19日
大森図書館 ・・・・・・ 10月2～7・11・18日
十文字図書館 ・・・・ 10月3・5・12・19日
山内図書館 ・・・・・・ 10月1・2・8～10・15・16日
大雄図書館 ・・・・・・ 10月3・6・10・13・16・17・20日
雄物川郷土資料館　10月3・11・17日
ゆっぷる ・・・・・・・・ 10月19日
ゆとり館 ・・・・・・・・ 10月4・11日
えがおの丘 ・・・・・・ 10月3・11・17日
大森健康温泉 ・・・・ 10月3・11日
ゆとりおん大雄 ・・ 10月6日
健康の駅トレーニングセンター
　東部 ・・・・・・・・・・ 10月5・10・12・19日
　西・南部 ・・・・・・ 10月1・2・8～10・15・16日
子どもと老人のふれあいセンター
　　　　　 ・・・・・・ 10月3・11日
南部シルバーエリア　10月11・17日

お出かけ、ご利用前にご確認ください

増田町診療所（耳鼻咽喉科）
　診 療 日　10月5・12日（毎週水曜）
　診療時間　14：00～15：30
えがおの丘診療所（整形外科）
　診 療 日　10月5・12・19日（毎週水曜）
　診療時間　14：30～15：30
大沢診療所（内科）
　診 療 日　10月17日（月）・31日（月）
　診療時間　13：30～14：30
三又へき地診療所（内科）
　診 療 日　10月4・11日（毎週火曜）
　診療時間　13：30～16：30
上平野沢へき地診療所（内科）
　診 療 日　10月6・13日（毎週木曜）
　診療時間　13：00～15：00
　　　　　　（吉谷地）
　　　　　　15：10～17：00
　　　　　　（山内武道）

休館日 診療所

被
災
地
は
い
ま
…
第
３
回

【
岩
手
県
釜
石
市
】
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木　6
金　7
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土15
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月17
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火 18

火　4

『食漫祭』食漫画家３人展　～30日　
横手駅新駅舎、東西自由通路完成記念式典・オープン
イベント　～2日、10：00～、横手駅周辺
よこてお城山クラフトフェア　～2日、10：00～、横手公園
増田『蔵の日』　9：00～16：00、増田中七日町通り
いわて・あきた県境国取り合戦　11：00～、巣郷温泉
　急 高橋医院（十文字）　42-0421
　児 平鹿総合病院（岡田医師）　32-5124
横手市 市制施行記念式典　13：30～、市役所南庁舎
　法 相談予約受付開始（10/19分）　市総務課　35-2161
　法 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　　 　10：00～12：00、社協・平鹿福祉センター　24-3283
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）

　法 横手地域局　10：00～12：00／13：00～15：00、 
　　 社協・横手福祉センター　33-8668
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局

　心 十文字町幸福会館

よこてイーストまつり　～10日、詳しくは18ページ

りんごまつり　

　急 市立横手病院（磯部医師）　32-5001
　急 雄物川クリニック（雄物川）　22-5511
　児 平鹿総合病院（石橋医師）　32-5124
東日本大震災復興支援チャリティイベント　
　急 石田内科医院（横手）　33-1233
　心 大森コミュニティセンター

　人 市役所南庁舎　9：00～12：00／13：00～16：00
　心 雄物川コミュニティセンター
出前芝居『くず～い 屑屋でござい』　詳しくは16ページ
　税 横手地域局　問合せ／横手福祉センター　33-8668
　心 増田地区多目的研修センター
　行 横手地域局１階総合案内　13：00～15：00
　行 心 社協・大雄福祉センター　9:30～12：00
横手『四季の市』　9：00～、詳しくは18ページ
道の駅さんない『新そばまつり』　～17日、10：30～15：00
よこいち。　10：00～、詳しくは21ページ
　急 小田嶋まさる内科（横手）　38-8951
　児 平鹿総合病院（無江医師）　32-5124 
　行 雄物川保健センター　10：00～15：00
　法 増田地区多目的研修センター
　　 　10：00～12：00、社協・増田福祉センター　45-4848
　行 大森コミュニティセンター　9：30～12：00
　心 社協・山内福祉センター（ゆうらく館）
　法 市役所南庁舎　13：00～15：00、市総務課　35-2161
　心 社協・平鹿福祉センター（ゆとり館）
　心 横手地域局
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月10
体育の日

◆横手体育館無料開放日 10月９日（日）10：00～15：00
  種目／卓球、バスケットボール、バドミントン、
　　　　ミニテニス、トランポリン 　33-2102

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー
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【無料相談】  行 … 行政　　 法 … 法律 （要予約）　　人 … 人権
　　　　　　税 … 税務（9：30～12：00）　　 心 … 心配ごと（9：30～12：00）
【救急医療】　急 … 休日救急当番医（9：00～12：00）
　　　　　　児 … 日曜夜間小児救急外来（受付18：00～21：00）
【社会保険年金相談】 横手地域局１階相談窓口　32-2111（内線8529）
　・毎週月曜～木曜 10：00～12：00／13：00～15：00

心
法 人

税
急
児

行

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

10月９日（日）「ムーミン谷の彗星」 　　　　　　【62分】
10月16日（日）「怪盗グルーの月泥棒」　　 　　　【95分】

無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）無料映写会 ～ 南部シルバーエリア（大森町）
◆上映時間／午後１時～　◆問合せ／　26-3880

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●
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増田まんが美術館『秋の特別企画展』

『食漫祭』食漫画家３人展
■10月１日（土）～30日（日）

Pick up
!!

Pick up
!!ピック

アップ
ピック

アップ

真人公園りんごまつり

■10月９日（日）
　りんごにちなんだ
イベントが盛りだく
さん。りんごをはじ
め、特産品の即売会
も行います。
◆場  所／真人公園※雨天時は真人山荘
◆日  程／10：30 第46回ミスりんごコンテスト
　　　  　12：20 アルプホルン演奏会（厚木市）
　　　  　13：00 黒木悦子シャンソン歌謡ショー
　　　  　13：30 第23回リンゴの唄コンクール
　　　　  14：30 りんごウルトラクイズ・大抽選会
◆問合せ／増田町観光協会   45-5311

　〝がんばるべ！東北、横手
から広げよう心の輪〟をテー
マにチャリティイベントを開
催します。各地のこだわりの
料理や物産店、ステージイベ
ントも行われます。
※売上の一部を被災地へ寄付いたします
◆時　間／10：00～16：00
◆場　所／よこてイースト（横手駅前）　
◆出　店／岩手・宮城・福島・横手物産ブース、
　　　　　なみえ焼そば、どんが焼、横手黒毛
　　　　　和牛、よこまき。、横手やきそばなど
◆イベント／仮面ライダーオーズ役・渡部秀さん
　　　　　　のトーク＆オークション、渡辺隼
　　　　　　from GAMISM＆KUTUROライブ、スト
　　　　　　リートダンスショー、報道写真展他
◆問合せ／（社）横手青年会議所   32-1170

 

Pick up
!!

Pick up
!!ピック

アップ
ピック

アップ(社）横手青年会議所創立30周年記念事業

東日本大震災復興支援
　　チャリティイベント
■10月10日（月・祝日）

　食を題材にした漫画家とし
て知られるビッグ錠氏、土山
しげる氏、倉田よしみ氏の３
人展を開催します。貴重な原
画展のほか、10日には料理対
決やサイン会も行われます。
◆時　間／9：30～17：00
　　　　　（入館は16：30まで）
◆入場料／大学生・一般300円、
　　　　　小学生・中学生・高校生200円
　※期間中の休館日は10月３・11・17・24日
◆場所・問合せ／増田まんが美術館   45-5556



　９月11日、横手おやこ劇場主催、ＮＰＯ法人環境あき
た県民フォーラム共催の学習会『身近なエコについて考
えよう』が、あさくら館で開催されました。
　学習会では、増田高校の生徒や秋田県地球温暖化防止
活動推進員らが、デジタル紙芝居『地球大改造！！劇的
ビフォーアフター』を上演。参加した親子は、現在、地
球上で起きている海面上昇や干ばつなどの異常気象の場
面を真剣に見つめ、地球温暖化防止のため、自分たちに
何ができるかを考えました。

Topics

福祉健康まつり2011  （平鹿） （山内）

豪華絢爛な山車とお囃子

　９月17・18日に、浅舞八幡神社祭典が行われました。
これは明治時代中期から続くお祭りで、17日の宵祭りで
は、時折、雨の降るなか、10町内が豪華絢爛な山車と熱
のこもったお囃子・太鼓の演奏を披露していました。18
日の本祭りでは、10台の『飾り山車』と１台の『踊り山車』
がお囃子に合わせて浅舞町内を練り歩きました。
　また、今年は浅舞八幡神社の御神輿が約130年ぶりに
修復された記念の祭典ということもあり、町内でお披露
目され、観客たちはじっくりと見入っていました。

■浅舞八幡神社祭典（平鹿）

  ９月13日、『福祉健康まつり2011』が平鹿町ゆとり
館で行われました。これは、元気な地域づくり事業の
一環として行われたるもので、今回は『ゆとり館入場
者80万人達成』も記念して行われました。当日は浴場
の無料開放やアトラクションの『柴田三兄妹の生演奏
』などに多くの人が訪れ、終日にぎわいました。

  ９月12日、ＪＡ秋田ふるさと八沢木低温倉庫前で大
森ワイン用ブドウの出発式が行われました。同ＪＡぶ
どう部会大森町支部の大田幹男支部長が「糖度の高い
ブドウが収穫でき芳醇なワインが期待できる」とあい
さつ。生産者が心を込めて作ったブドウは、山梨県甲
州市勝沼町のメルシャンのワイナリーに送られました。

豪華な山車や神輿とともに華やかに行われた祭典

■おおもり元気まつり＆大森病院祭（大森）

多彩な催しで楽しいひととき

　９月11日、おおもり元気まつり＆大森病院祭が大森体
育館と大森病院を中心に開催されました。
　大森病院内の医療、健康、栄養、物忘れなどの相談コ
ーナーには、多くの人が相談に訪れました。大森体育館
ではアンパンマンショーや大森中学校吹奏楽部の演奏な
どが行われたほか、秋田市や仙台市で民謡の指導をして
いる大森町出身の小田島純子さんが、大森元気大使に委
嘱され、歌を披露しました。来場者は、元気をテーマに
した多くの催しで、楽しいひとときを過ごしました。

新聞紙を折ってエコバッグ作りも体験

■つくってあそぼう

くぎがまっすぐ打たれるよう全神経を集中

ふだん体験できない工作に挑戦

　９月10日、旭ふれあい館を会場に『つくってあそぼう』
が開催されました。
　会場には、粘土を使った『キーホルダー・マグネット
作り』、木材にくぎを打って作る『ゴミラック作り』、
木の実や枝を飾りつけていく『森のクラフト作り』など、
７種類の工作が用意され、参加した子どもたちは、自分
が作りたいものから順番に工作を始めていき、ほとんど
の児童が、何種類もの作品を完成させ、満足そうに会場
を後にしていました。

   大森ワイン用ブドウが勝沼へ （大森）

 

環境にやさしいことはな～に？
■身近なエコについて考えよう（横手）

  ９月17日から18日まで、横手市教育センターで『第
37回横手市児童生徒理科研究作品展』が開催されまし
た。市内の小学校全22校から出品された作品は、昨年
を上回る651点。来場者は、児童らが夏休みに取り組
んだ理科工作作品や自然事象をテーマにした研究記録
作品などを感心しながら見入っていました。

  理科研究の力作が勢ぞろい

雪害を乗り越えて、りんごを届けます

　９月５日、JA秋田ふるさと醍醐選果場で、平成23年産
りんご出発式が行われました。この日は、早生品種の
『さんさ』と『つがる』を載せて東京・大田市場へ出発
するトラックを見送りました。
　今年は豪雪による枝折れや倒木の被害、雪消えが遅か
った影響で､例年の５割程度の約5,689トンが出荷される
見込み。当初、開花や果実の生育が遅れていましたが､
その後の天候がよかったため、品質は例年並みで、主
力品種のふじの収穫は11月上旬から始まります。

■平成23年産りんご出発式（平鹿）

出発を祝い、関係者によるテープカット

ＥＭ活用で池が浄化できるように

  鶴ケ池にたまった汚泥や悪臭の発生を防ぎ、水をき
れいにする作業が９月に行われました。作業には人や
自然環境に役立つ安全な種類だけを集めた有用微生物
（ＥＭ）の働きを活用する方法が用いられ、横手ＥＭ推
進会の皆さんの協力をいただき、7,000㍑のＥＭ活性液
と1,100個のＥＭだんごを池に投入しました。
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元気大使に委嘱された小田島さん（左）アンパンマンショーの様子（右）

昔語りで地域文化の交流を

　９月18日、かまくら館で横手語りのまつりが開かれま
した。昔語りの魅力を楽しみながら、地域文化の交流を
図ろうと、横手ふるさと語りの会が主催したもの。同会
の会員による昔語りに交じり、横手南小学校の児童８人
が昔語りを披露し、交流コラボレーションとしてフラダ
ンスや金澤掛唄なども行われました。
　また、遠野市の『いろり火の会』による、遠野に伝わ
る昔語りの“河童”や“座敷わらし”なども披露され、方言
のあたたかい語り口が会場をやさしく包んでいました。

■第３回横手語りのまつり（横手）

横手ふるさと語りの会々員と横手南小学校の児童による昔語り


